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Der Tod bei akuter Pairkreasnekrose 

soll nach den experimentellen Versucheu 

von Guleke und Bergmaun auf eine 

Trypsinvergiftung zuriickzufuhreu sein.

Neuerdings habe ich verschiedene 

Versuche ausgefuhrt, um die Todesur

sache bei akuter Pankreasnekrose fest

zustellen. Ich fuhrte eine gewisse Menge 

der einzelneu Fermente der Pankreas

druse, d. h., Trypsin (Grubler), Lipase 

(Digestive Ferment Co. u. s. a.), Diastase 

(Kasbiwagi), oder Zusammen 2 oder 3 

Arten der Fermente oder Protamylase, 

welche in physiologischer Kochsalzlosung 

gelost sind, in die Bauchhohle des Ka

ninchens oder der Huudes ein.

Auf diese Weise kounte ich bei den 

Tieren experimentell dasselbe Krankheits

bild der Peritonitis erzeugen, welches 

ich in unserer Klinik bei der akuten 

Pankreasnekrose beobachtete.

Nach den pathologischen Befunden 

in der Bauchbohle und der Thoraxhohle, 

insbesondere nach den histologischen 

Untersuchungen der lebenswichtigen Or

gane, d. h., der Lunge, Leber, Milz, Niere 
und des Pankreas, und nach den hamato-

logischen Untersuchungeu konnte ich 

meine Resultate folgeudermassen zusain-

menfassen:

1.) Die Trypsinvergiftungstheorie 

kann nicht angeuommen werden.
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2.) Die einzelnen ausseren Sekre-

tionsfermente zeigen gemeinschaftliche 

Vergiftungserscheiuungen. Die Starke 

der Giftigkeit der eiazelneu Fermente 

i st verschieden.

3.) Unter den einzelnen ausseren 

Sekretionsfermenten ist die Vergiftung 

der Diastase am schwachsten, die der 

Lipase am starksten.

4.) Wenn die 3 Fermente zusammen 

angewandt werden, ist these Wirkung 

starker als die der Lipase.

5.) Im ganzen ist die Giftigkeit der 

Protamylase am starksten, die aus dem 

Paukreas des Schweines unter fast natur-

lichen Verhaltnissen extrahiert wird und 

3 Fermente mit Horinon enthalt.

N,ach dea obigen Frgebnissen soll als 

Todesursache bei der akuten Paukreas

nekrose die gemeinsame Wirkung der 

3 Pankreasfermente angenommen werden, 

die bis jetzt noch von niemand beriick-

sichtigt wurde. Die 3 Fermente konnen 

zusammen eine Vergiftungserscheinung 

erzeugeu, die ale akute Pankreasnekrose 

manifest wird, die lebenswichtigen Or

gane verdant, nekrotislert, manchmal in 
ihnen eine starke Blutung hervorruft und 

schliesslich zum Tode fuhrt.

(Autoreferat.)
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第1章　 緒 言

一般 ニ膵臟 ハ醫學 界 ノ迷宮 トシテ,永 ク暗

黒裡 ニ放 置 セラ レタ リシガ, 19世 紀 ノ末 葉

ニ至 リ,漸 ク其 ノ研 究上 ニ一大進歩 ヲ呈 スル

ニ至 リヌ.コ レ一 ニ酵素 化學,生 理學竝 ニ内

臟外科學等 ノ特種 ナル發達 ノ賜 ニ外 ナ ラズ.

從 ツテ,急 性膵臟 壊死 ノ死 因 ニ關 スル研 究 モ

亦 其 ノ頃 ヨリ頓 ニ進捗 シ, Zenker (1874),

 Balser (1882)等 ノ研 究 テ以 テ嚆矢 トナスモ

ノノ如 シ.急 性膵臟 壊死 ハ其 ノ來 ルヤ急劇 ニ

シテ,其 ノ特 有ナル膵 液性腹膜 炎 ハ豫後極 メ

テ重 篤ナ リ.吾 人 ハ本症 ガ何故 カクモ急劇 ナ

ル經 過 ヲ トリテ,生 命 ヲ奪 ヒ去 ルモ ノナル カ

ノ問題 ニ關 シテ,絶 大 ノ興味 ヲ有 シ, 50年 來

論議.檢 討 セ ラレタル モノ少 カ ラズ.然 レド

モ論爭未 ダ定 マ ラズ シテ,其 ノ歸結 ヲ今後 ノ

研鑽 ニ俟 ツモノ,或 ハ幾多先賢 ノ努 力ヲ以 テ

シテモ,其 ノ眞 相 ヲ把握 シ能 ハズ ニテ,將 來

ノ研究 ニ殘 サ レタル モノ,或 ハ全 ク先 人未踏

ノ領域 ニ屬 スべ キモノ等,決 シテ乏 シカ ラズ.

今 其 ノ業績 ハ別項 ニ大略 ヲ記載 セル如 ク,神

經説,細 菌説,中 毒説,殊 ニ酵 素中毒説等有

リテ,全 ク諸説紛 々 トシテ,歸 一スル トコロ

ヲ知 ラズ.而 シテ何 レモ假 説 ノ域 ヲ脱 セザル

ノ厭 ナ キニ シモ非 ズ.

想 フニ生命 タルモ ノハ諸 々ノ器 官ガ單 獨 ニ

其 ノ機能 ヲ營 ムモ ノニ非 ズ.互 ニ相 關連合 シ

テ,幽 玄 微妙 ナル生 活機能 テ營 爲 スル モノナ

レバ,或 種 ノ死 因 ヲ決 定 セン トスルハ,最 モ

至難 ナル問題 ニ シテ,俄 ニ論 斷 シ難 キ ハ論 ヲ

俟 タズ.特 ニ急性膵臟 壊死 ニ於 ケルガ如 ク,

獨 リ膵臟 ニ於 テ病變 ヲ惹起 スル ノ ミナ ラズ,

同 時 ニ特 有ナル腹膜炎 竝 ニ脂 肪 組 織 壊 死 ヲ

隨伴 スル場合 ニ於 テ然 リ トス.然 レ ドモ大勢

ノ赴 ク トコロ遂 ニ現 代 ニ テ ハ, Bergmann,

 Guleke等 ノ所謂Trypein中 毒 説 最 モ有力ナ

リ.

余 淺學菲才 テ顧 ミズ シテ,恩 師津 田教授 ノ

命 ヲ受ク,本 間題 ノ解決 ニ從 事 ス.然 レドモ

之等 ノ諸 問題 ヲ解決 セン コ ト到底困難 ナルべ

シ.若 シ此際幸 ニ シテ,數 十年 間 ノ懸案 トセ

ラレシ本問題 ノ解 決 ニ成功 スル コ トヲ得バ,

余 ノ満足之 ニ過 ルモノ無 シ.

余 ハ別項(實 驗 方法)ニ 記 載セル如 ク,膵 臟

酵素 ヲ家 兎及 ビ犬 ノ腹腔内 ニ注 入 シ,吾 人ガ

臨牀 ニ於 テ見 ル急性膵 臟壊死 ト全 ク同一ノ腹

膜炎 ヲ惹起 シ得 タ リ.此 處 ニ於 テ本症罹患時

ニ於 クル生命上樞要 ナル臟器(肺,肝,脾,腎,

膵)ノ 病理學的檢索竝 ニ血液學的方面 ヨリ之

ヲ追 求 セリ.蓋 シ本症罹患時 ニ於 ケル内臟諸

器官 ノ變 化,血 液學的變 化 ヨ リ推 シテ,死 因

ノ一端 ヲ窺 ヒ知 ル コ ト,敢 テ無謀 ノ計 ニ非 ズ

ト信 ズ.

余 ハ 本研 究 ノ要旨 ハ 之 ヲ 昭和10年4月3

同 第36囘 日本外科學 會總 會 ノ席上 ニ於 テ發

表 セ リ.更 ニ此處 ニ其 ノ詳 細 ヲ記 載 シ,大 方

諸 彦 ノ御叱正 ヲ乞 ハ ン トス.

第2章　 文獻概要

古來急性膵 臟壊死 ノ死因 ニ關 スル諸説 ハ,

紛 々 トシテ,全 ク其 ノ歸一 スル所 ナキモ,今

文獻 ヲ通覧 シ,之 ヲ總括大別 シ,其 ノ大要 ヲ

略記 セバ次 ノ如 シ.

1.細 菌説

細菌一元説ヲ唱 フルモノナシ.後 述スル酵素

設及ビ細菌説ヲ合 シテ,死 因説 ヲ樹ツルモノ有
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リ.即 チWohlgemuth & Polya (1910)ハ 膵 液

ハ 細 菌 ニ ヨ リテ消 化 力促 進 セ ラ ル ル故 ニ,腺 組

腺 細 胞 内 ニ テ,自 家 消 化 ヲ營 ム モ ノナ リ.

2.神 經 説

之 ハShock, Collaps又 ハ神 經 作用 ノ タ メ,又

ハ反 射 的障 碍(Sympathische Geflecht)ニ ヨ

ル ト云 フ學 説 ナ リ.

即 チZenker (1874)ハ 本 疾 患 ニ際 シ.内 臟 神

經 節 ニ著 明 ナ ル鬱 血 ア ル ヲ認 メ,カ カ ル病 變 ヲ

呈 セ ル神 經 節 ヨ リ發 ス ル神 經 作用 ノ タメ,又 ハ

反 射的 心 臟 麻 痺 ノ タ メ卒然 死 ニ至 ル モ ノナ リ ト

言 ヘ リ.

Friedreichニ ヨ レ バ,死 因 ハ膵 臟 ガ腫 脹 ニ ヨ

リテ, Ganglion semilunare及 ビPlexus solaris

ガ其 ハ壓 迫 刺 戟 ニ ヨ リテ,心 臟運 動 ノ反 射 的 機

能 障碍 ニ ヨル モ ハナ リ ト.

Bolmニ ヨ レバ, Plesus solarisノ 刺 戟 ニ ヨ ル

延 體 中 ノ血 管 中 樞 ノ麻 痺 ナ リ.

Seitzモ 亦 上 述 ノ説 ヲ肯 定 セ リ.

3.中 毒説

Sarfert (1896)ニ ヨ レバ,死 因 ハ膵 臟 ノ ミニ

ヨル モ ノ ニ非 ズ シテ,第 二 次 的 ニ 來 ル腸 管 及 ピ

腹 膜 ノ中 毒症 ナ リ.膵 卒 中 ハ膵 液 ガ腹 腔 内 ニ出

デ テ,腹 腔 内 臟 ニ直 接 腐蝕 的 ニ作 用 ス.其 ノ結

果 腸 管 ハ 異 常 ニ障 碍 サ レ,有 毒 物 ハ吸 收 サ レ,

腸 管 ヨ リ細菌 ハ容 易 ニ腹 腔 内 ニ出 ヅ.

v. Mikulicz (1903)ニ 依 レ バ,死 因 ハ 膵 液

ノ作 用 ニ ヨ ルaseptische Peritonitisニ ヨル

モ ノニ シテ,其 ノ際,血 液 ノ存 在 ハ 死 ヲ一 層迅

速 ナ ラ シ ム.コ レ ニ賛 成 ス ル モ ノニWoonsey,

 Longenecker etcナ リ.

Bungeニ ヨ レバ,腹 膜 炎 ノ浸 出液 中 ニ含 有 サ

ル ル トコ ロ ノ組 織 破 壞 産 物 ガ有 害 的 原 因 トシテ

働 ク ト.

Opieハ 本 症 ノ急 劇 ナル 死 ヲ招 來 ス ルハ,腸 管

内 ニ達 セ ル 自 家 中毒 ニ非 ズ シテ.血 液 中 ニ吸 收

サ レ タル,膵 液 及 ピ膽 汁 ノ合 體 ナ リ.

Furth　 (1906)ハTrypsinニ 依 ル新陳 代 謝 ノ

變 態 ニ歸 ス.

Doberauer　 (1906)ハ,實 驗 的 ニ膵 壊 疽 ヲ惹

起 セ シ メ タル膵 臟 ヲ磨 砕 シ,粥 状 トナ シ、 之 ヲ

犬 ノ腹 腔 内 ニ注 入 スル 時 ハ,試 獸 ハ急 性 膵 臟壊

死 ト同 一 ノ症 状 ノ下 ニ數 時 間 内 ニ死 ス ル モ ノナ

ル ガ,健 康 膵 臟 ヲ同 一操 作 ノ下 ニ注 射 シテ モ,

試 獸 ハ 健 在 ナ リ.故 ニ本 症 ノ死 因 ハ 健康 膵 臟 内

ニ アル ニ非 ズ シテ,病 的 膵 臟 ノ ミニ發 ス ル モ ノ

ナ リ.且 試 獸 ニ對 シ,壞 死 膵 臟 ヲ以 テ,數 囘前

處 置 ス ル コ トニ ヨ リテ,急 性 膵 臟 壊 疽 ニ對 ス ル

免 疫 ヲ獲 得 シ得 ト.

Bergmann & Guleke (1906-1910)ハ 本 間題

ニ 付 キ,詳 細 ナ ル研 究 ヲ ナ セ リ.氏 ハ1906年

本 症 ノ死 因 ハ 病 的膵 臟 ヨ リ出 ヅ ル 中 毒 ナ ル べ シ

トノ假 説 ノ下 ニ,破 壊 サ レ タル膵 組 織 ヲ犬 ノ腹

腔 内 ニ移 植 セ リ.其 ノ結 果 ハ急 性 膵 臟壞 死 ニ見

ル ト同 一 ノ病 像 ナ リキ,之 ハ破 壊 サ レ タ ル,壊

死 トナ レ ル,膵 組 織 ヨ リ或 ル物 質 ガ吸 收 サ レ,

致 命 的 原 因 トナ レ ル ナ リ.又 同 一 ノ實 驗 ニ於 テ

モ,饑 餓 時 ニ於 テハ,病 勢 輕 度 ニ シテ,満 腹 時

即 チ,膵 分 泌 ノ旺 盛 ナ ル時 ニ於 テ ハ,其 ノ病 勢

ハ 猛 烈 ニ シテ,且 短 時 間 ニ テ死 ヲ招 來 ス.而 シ

テ 其 ノ膵 分 泌 ノ中,何 レ ノ酵 素 ガ死 因 ヲ ナ ス カ

ト云 ヘ パ, Trypsinナ リ.共 ノ理 ハTrypsinノ

或 ル量 ヲ腹腔 内 注 入 又 ハ 靜 脉 内 注 入,何 レニ テ

モ,急 性膵 臟 壊 死 ト同 一 ハ病變 ヲ見.且Trypsin

ニ テ免 疫 セル 動 物 ハ 一 層 多 量 ノTryrsinニ モ堪

ヘ ウル 事實 ヨ リ推 シ テ,本 症 ノ死 因 ハTrypsin

中 毒 ナ リ ト稱 セ リ.同 年BergmannハTrypsin

ノ毒 性,免 疫 等 ニ就 キ,詳 細 ナ ル研 究 ヲ發 表 シ,

 Gulekeノ 説 ヲ承 認 セ リ. 1908年Gulekeハ

Trypsin一 元 説 ヲ ステ テ,次 ノ如 ク本 症 ノ死 因
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ニ關 シ テ 一學 説 ヲ提 唱 セ リ.即 チ,要 ス ル ニ本

症 ノ死 因 ヲ ナ ス有 毒 物 質 ハ單 ニTrypsinノ ミニ

非 ズ シ テ,新 鮮 ナ ル膵 臟 ニ 於 テ モ,病 的 膵 臟 ニ

於 テ モ.膵 液 中 ニ モ.又 市 販 ノTrypsin中 ニ モ

存 ス ト述 べ タ リ.

ChiariハTrypeinノ 消 化 作 用 ニ ヨ リテ,周 圍

組 織 ノ出 血 ニ ヨ リ死 ヲ招 來 ス ト.

Bertelsmann, Sprengel氏 ハ漏 洩 セル 膵 液 ハ

腹 膜 ニ ヨ リ其 ノ消 化力 促 進 セ ラ レテ,腹 腔 内 組

織 ヲ消 化 シ,遂 ニ致 命的 打 撃 ノ腹 膜 炎 ヲ惹起 ス.

 Lattes (1913)ニ ヨ レパ,急 劇 ナ ル 死 ハ,出 血

又 ハ 腹膜 炎 ノ爲 メ ニ非 ズ シ テ.膵 液 中毒 ノ タメ

ナ リ.此 中 毒 症 ハ單 ニ膵 液 量 ノ ミニ依 ラ ズ.膵

液 蛋 白消 化 力 ノ促 進 ニ待 ツ處 大 ナ リ.此 際,膽

汁 ヤ 「エ ンテ ロキ ナ ーゼ 」ニ依 ル,促 進 ガ最 モ

重 要 ナ ル働 ヲナ ス モ ノニ シテ,惑 染 又 ハ化 膿 ハ

膵 中 毒 ノ發 生 ニ關 セザ ル如 シ.

Bamhergハ 膵 液 中 ニ蛋 白 消 化 カ ノ外 ニ,出 血

性 毒 素 有 リテ,出 血 ヲ促 ス ダメ ナ リ ト.

次 ニAnaphylaxieト 關 係 ヲ結 ブ 人 有 リ.即 チ

Nicolleハ 自 家 消 化 ニ ヨ ル蛋 白 分 解産 物 ニ ヨ ル

モ ノ ニ シ テ, Anaphylaxie卜 開 係有 リ ト.

Friedberger & Hartoch (1911)ニ 依 レバ,

 Anaphylaxie症 候 ヲPankreatin注 射 ニ依 リテ

認 メ タ リ.然 レ ドモFerment未 ダ促 進 セ ラ レ

ザ ル 間 ハ,其 ノ中 間 作 用 著 シ ク弱 ケ レ パ,膵 中

毒 ナ ル モ ノハ,一 部Trypsinノ 蛋 白 消 化 力 ニ,

一 部 蛋 白分 解 産 物 ニ ヨルAnaphylaxieニ 依 ル

ト云 ヘ リ.

Kirchheim (1913)ハ,膵 中毒 ハTrypsin作

用 ノ ミニ 非 ズ. Anaphslaxieニ 依 ル トヨ ロ大 ナ

リ.又 翌 年 氏 ハReinickeト 共 ニTrypsinニ 依

リテ,血 清 中 ニ生 ズ ルAntitrppsinハ 決 シテ,

特 種 的 ノモ ノニ非 ズ ト云 ヘ リ.

Jobling, Peterson, Eggstein (1915)等 ハ

Trypsin靜 脉 内 注 射 ニテAnaphylaxie及 ビ

Pepton性shackニ 最 モ類 似 ノ症 状 ヲ認 ム.

Goodpasture (1918)ニ ヨ レパ.膵 中 毒 ハ 膵

液 ノ自家 消 化 ニ ヨ リ成 生 セ ラ レ タル,蛋 白中 毒

ナ ル べ シ.

大野 良 藏(大 正11年)氏 ニ依 レバ. Pankrea

tinニ 依 ル 自動 的,他 動 的 竝 ニ聯 合 的免 疫 ニ ヨ

リ.實 驗 的 ニ急 性膵 臟 壞 死 ヲ免 疫 シ得 ル點 ヨ リ

見 ル ニ. Trypsinガ 急 性 出 血 性 膵 壊 疽 ノ主 因 タ

ル ヲ立 證 ス ル ニ餘 ア リ.加 之 其 ノ直 接 ノ死 因 ガ

蛋 白 分解 産 物 ニ ヨ ル或 ル 毒 物 成 生 ニ ヨ ル ト,

 Anaphylaxisタ ル トヲ間 ハ ズ,最 初 ノ原 因 トナ

ル モ ノハ 主 トシテTrypsinナ ル コ トヲ裏 書 キ ス

ル モ ノナ リ ト.

次 ニLipase中 毒説 ヲ奉 ズ ル モ ノニ次 ノ人 々

有 リ.

Hess (1903-1905)ニ 依 レバ,脂 肪 消 化 力 促

進 セ ラル ル 時 ハ.脂 肪 消 化 ヨ リ壞 死 ヲ形 成 シ,

鹸 化 ヲナ コ シ.更 ニ 血液 ノ石 灰 ト化 合 シテ,加

里 石 鹸 ヲ生 ジ.中 毒 作 用 ヲナ ス ト.

Flexner, Bernard, Opie, Munk等 此説 ニ黄

成 ス.

Santini (1912)ハ 本 症 ノ病 原 ハLipaseニ 依

ル 脂 肪 消 化 ニ シテ,死 因 ハ 壞 死 ニ ヨ ル副 産 物 ノ

血液 内 吸收 ニ依 ル 中 毒 作用 ナ リ ト.

吉 田 武 夫(昭 和8年)氏 ハTrypsinハ 急 性 膵

臟 壞 疽 ノ死 因 ニ關 シテ ハ,特 ニ重 大 ナ ル意 義 ヲ

有 セザ ル モ ノ ノ如 シ.急 性 膵 壊 疽 ニ於 テハ,膵

臟 崩 壞 ト共 ニ,膵 臟 内 ニ既 存 セ ル所 謂 膵 臟 毒 ガ

遊 離 セ ラ レテ.血 行 中 ニ吸 收 セ ラ ルル ト共 ニ,

脂肪 壞 死 ニ ヨ リテ,生 成 セ ラ レ タル脂 肪 分解 産

物 ガ 血行 内 ニ移 行 シ,之 等 ガ 中毒 物質 トシテ,

本症 ノ死 因 ニ關 シ,少 ナ カ ラザ ル意 義 ヲ有 スル

モ ノナ リ ト.

又Tower (1926)氏 ハ次 ノ如 キ 説 ヲ提 唱 ス.
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即チ.急 性膵壞死 ノ死因ハ.全 身症状ニ非ズシ

テ.寧 ロ局所ノ障碍 ニ依ルモノナリ.即 チ,壞

死膵臟ニ生ズル蛋白分解産物ガ腸壁及ビ腹部血

管壁ヲ麻痺セシメルタメナ リト.

第3章　 實驗材料及ビ實驗方法

第1節　 實驗材料

實驗動物 トシテハ,體 重2000g前 後 ノ健康正常

家兎及ピ體重3000-6000gノ 健康正常犬ヲ一定ノ

食餌ニテ數日間以上飼養セルモノヲ用 ヒタリ.膵

液性腹膜炎ヲ惹起セシメル爲 ニ用ヒタル膵臟酵素

ハ次 ノ如 シ.

1. Trypsin (Grubler)(以 後T.ト 略記 ス)

2. Diastase(柏 木)(以 後D.ト 略 記 ス)

3. Lipase (Digestive Ferment Co. u. s. a.)

(以 後L.ト 略記 ス)

4. Protamflase(武 田)(以 後P.ト 略 記 ス)

以 上 ノ各 酵素 ヲ滅菌 生 理 的 食塩 水 ニ テ各5%ノ

溶液 トナ シ,使 用 ノ都 度 之 ヲ寒 天培 養 基 及 ビ肉 汁

培 養 基 ニ接 種 シ,無 菌 ナ ル モ ノ ノ ミヲ用 ヒ タ リ,

次 ニ以 上 ノ酵 素 液 ヲ2ツ 又 ハ3ツ 組 合 セ ヲナ シテ

即 チTrypsin, Diastase混 合 溶 液(TD.ト 略記

ス). Trypsin, Lipase合 溶液(TL.卜 略 記 ス). 

Lipase, Diastase混 合 溶 液(LD.ト 略 記 ス. Try

psin, Diastase, Lipase混 合溶 液(TDL.ト 略

記 ス)及 ビTDL.三 酵素 混合 溶液 ニ 犬 ノ膵 臟 ノ

Emulsionヲ 加 ヘ タル 溶液(TDLE.ト 略 記)ス)

ヲ用 ヒ タ リ.各 酵 素1cc中 ニ存 ス ル酵 素 單 位 竝 ニ

犬,家 兎 ノ膵 臟 中 ニ存 ス ル酵 素 ヲ定量 セ リ.定 量

方 法 ハ

TrypsinハFuldgross氏 法

LipaseハRona-Michaelis氏 法

DiastaseハWohlgemuth氏30分 法 ニ依 レ

リ.

其 ノ結 果 ハ第1表 ニ示 セル如 シ.

第1表　 1cc酵 素單位

(自家實驗)

試 驗 方 法　 T. Fuld-Gross氏 法

D. Wohngemuth氏 法

L. Rona-Michaelis氏 法

第2節　 實驗 方法

家兎ニ於テハ常 ニ無 麻酵 ノ下 ニ,犬 ニ於テハ

3%「 モルフイ ン」ヲ體重1kgニ 對 シ0.25-0.5cc

注射 ヲナシ,手 術臺上ニ,仰 臥位ニテ四肢ヲ緊縛

固定 シ,前 腹部 ヲ剪刀,剃 刀,十 分石鹸.微 温湯

ニテ清淨シタル後,沃 度丁幾消毒ヲナシ,人 體手

術ニ於ケルト全ク同様ニ無菌的武装 ノ下ニ嚴重ニ

無菌的ニ且敏速ニ手術 ヲ施行セ リ.手 術ハ人體ニ

於ケル ト同様ニ上腹部ニ約1-2cmノ 正中切開ニ

ヨリ,腹 腔 ヲ開キ,術 前ニ豫メ調製セシ前記 ノ酵

素液 ノ一定量 ヲ腹腔内ニ注入 シ.腹 壁ハ三層縫合

ヲ行ヘリ.又 或ル場合ニハ耳靜脉ヨ リ以上ノ酵素

液ヲ注入セル場合 モ有 リ.斯 クノ如 クシテ幾多ノ

生靈ヲ犠牲 トナシ,吾 人ガ臨牀上,急 性膵臟壞死

ニ見 ルト同一 ノ腹膜炎ヲ遂ニ惹起シ得 タリ.其 ノ

後一定 ノ時間ノ間隔ヲオキテ,血 液凝固時間(佐

藤氏法)ヲ 測定 シ,且 白血球數,白 血球種類,溶
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血 現 象 ヲ檢 索 シ,且,本 症 罹 患 時 ニ於 ケル,胸 腔

内 及 ビ腹 腔 内 ノ精 密 ナ ル 肉 眼 的 病理 學 的所 見 及 ビ

生 命 上 重 要 ナ ル 役 割 ヲ演 ズ ル臟 器 即 チ,肺,肝,

脾,腎,膵 ノ組 織 學 的 檢 査 ノ タ メ,之 等 ノ切 片 ヲ

Hamatoxylin-Eosin染 色 及 ビSudanIIIノ 染 色

ヲ行 ヘ リ.

第4章　 實驗成績

第1節　 肉眼的病理學的所見(家 兎之部)

今實驗動物各箇ノ腹腔内竝ニ胸腔内所見,

酵素種類,量,注 入部位,動 物生存時間ヲ一

見 シテ明 カナ ラシム ルタ メ,之 ヲ第2表 トシ

テ掲 グ.

表中使用略字説明

1. T.100ccト ハ5% Trypsin溶 液100cc

2. DLP.同 様 ナ リ.

3. TL.ト ハ5% Trypsin溶 液 ト5%Lipase

溶 液 ノ等 分 混 合 溶 液 ナ リ.

4. TDLD.同 様.

5. TDL.ト ハ5% Trypsin, 5% Diastase,

 5% Lipase溶 液 ノ等 分 混 合 溶液 ナ リ.

6. TDLE.ト ハ 上 ノTDL.ニ 犬 膵 臟 ノ

Emulsionヲ 加 ヘ タル モ ノナ リ.

第2表　 肉眼的病理學的所見(家 兎之部)一 覽表
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家 兎Trypsin注 入時 ニ於 ケル肉眼的病

理學的所見成績小括

使 用家兎 ハ體重2000g前 後 ノ健 康正常家

兎 ヲ用 ヒ,酵 素 トシテハTrypsin (Grubler)

ヲ滅 菌的 生理的 食塩水 ニテ5%ノ 溶液 トナ シ,

之 ヲ上記 家兎 ノ腹 腔内 ニ注 入(少 數 ノ例 ニ於

テ耳靜脉 内ニ注入)ヲ ナ シ,之 ニヨツテ惹起

セ ラ レタ ル成績 ヲ小括 ス レバ次 ノ如 シ.

Trypsin注 入 量(5%)　 50cc-20cc

動 物 生存 時間　 48-3時 間

腹腔内所見

靜 脉内 及 ビ腹腔 内 ニ酵素 ヲ注 入セル トハ其

ノ所 見 ノ程度梢 々異 ル.靜 脉 内注入ニ於 テハ

一般 ニ浸出液 ハ認 メズ.證 明 セラル ル場合 ニ

於 テモ極 メテ輕度 ナ リ.又 内臟諸器 官 ノ出血

ノ程度 モ一般 ニ輕度 ナ リ.腹 腔 内注入時 ニ於

テハ漿 夜性 出血性浸 出液多量 ニ潴溜 ス.大 網

ハ大 イニ充血 シ,小 腸,腸 間膜 等 ノ毛細管ハ

總 テ怒 張 シ,處 々帽 針頭大 ヨリ小指 頭大 ノ黄

斑 及 ビ粟粒 大 ヨリ米粒大 ノ白色斑(脂 肪 組織

壊死)ヲ 認 ムル モノア リ(Nr. T. 5)又 結 腸 モ

暗紫 色 ヲ呈 シ,高 度 ノ鼓腸 ヲ見,腹 膜 モ亦點

状 ノ出血多 ク,腎 臟周圍脂肪組織 ニハ點状 ノ

白斑 ヲ認 メラル ルモノア リ(Nr. T. 5, Fig. 1

参 照).

概 シテTrypsin注 入時 ノ變化ハ出血強ク,

脂肪組織壊死 ハ多數 ノ例ニ於テ見ザルカ,又

ハ極 メテ少數ノ例ニ於テ見ルノ ミ.

胸腔内所見

靜脉内注入ニ於テハ輕度 ノ肺臟充血及 ビ出

血ヲ認ム.腹 腔内注入ニ於テハ多數 ノ例ニ於

テ異常ナク,少 數ニ於テ中等度 ノ肺臟出血充

血ヲ認ム.

家 兎Diastase注 入時 ニ於 ケル肉眼的

病理學的所見成績小括

Diastase(柏 木)ヲ 滅菌的生理 的食塩水 ニ

テ5%ノ 溶液 トナ シ,之 ヲ體重2000g前 後 ノ

健康 正常家 兎 ノ腹腔 内ニ注 入 シ,(又 ハ耳靜脉

内注入)其 ノ動 物 ノ轉歸 及 ビ肉眼的病理學的

成績 ヲ小括 ス レバ次 ノ如 シ.

Diastase (5%)注 入量　 50cc-20cc

動 物 生存時間　 5日 以上一4時 間

腹腔内所見

靜脉内及 ビ腹腔内注 入共 ニ略 ボ同程度 ノ變

化 ヲ惹起 スルモノノ如 シ.即 チ腹腔 内 ニハ一

般 ニ浸 出液 ノ潴溜 ヲ認 メザル モ,少 數 ニ於 テ

輕度 又ハ中等度 ニ漿液性又 ハ梢 々出 血性浸出

液 ノ瀦溜 セルヲ認 ム(D. 1, D. 6).腸,腸 間膜,

大 網 等ハ一般 ニ輕度 又ハ中等度 出血 又ハ充血

ス.脂 肪 組織 壊死 ハ認 メズ.概 シテ出血性腹

膜炎 ハ輕度 ナ リ.

胸腔内所見

肺臟ニ於テ輕度又ハ中等ノ出血ヲ靜脉内注

入,腹 腔内注入共ニ大多數ニ於テ認ム.

家兎Lipase注 入時ニ於ケル肉眼的病

理學的所見成績小括

酵素 トシテLipase (Digestive Ferment Co.

 u. s. a.)ヲ 滅 菌的 生理的 食塩水 ニテ5%ノ 溶

液 トナ シ,之 ヲ體 重2000g前 後 ノ健康正常家

兎 ノ腹腔内 ニ注 入 シ,コ ノ動 物 ノ轉歸 及 ビ胸

腔,腹 腔内肉眼的病理學的 〓見 ヲ小括 ス レバ

次 ノ如 シ.

Lipase注 入量(5%)　 50cc-20cc

動 物 生存時間　 12-3時 間
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腹腔 内所 見

腹腔内 ニハ漿 液性 出血性浸 出液 中等度 ニ認

ム.(但 シ酵素 最少量 ナルL. 3ニ 於 テノ ミ認

メズ).腹 膜,漿 膜 等ノ充 血ハ總 テ輕度 ナ リ.

最 モ著 明ナルハ高度 ノ脂肪組織壊死 ヲ例外ナ

ク認 メル コ トナ リ.即 チ大網及 ビ腎臟周圍脂

肪組織 ニハ粟粒 大 ヨリ米粒 大ノ多數 ノ白斑 ヲ

認 ム.又 腸間膜,腸 壁等 ニモ多數 ノ白斑 ヲ見

ル.其 ノ硬度 ハ堅 ク,周 圍組織 ト明瞭 ニ區別

シ得 ラル.概 シテLipase注 入時 ハ出血 ハ輕

度 ニ シテ,脂 肪 組織壊死 ヲ高度 ニ認 ム.

胸 腔内所見

酵素量多量 ナルL. 1, L. 2ニ 於 テハ異常 ヲ

認 メズ.酵 素 量少量 ナルL. 3ニ 於 テ却 ツテ攣

化 ス.即 チ肺臟 ハ中等度 ニ充血 ス.且 著明ナ

ルハ心臟周圍脂肪組織 ニ於 テモ,腹 腔内 ニ於

テ認 メタ ル ト同一 ノ粟粒 大乃至帽 針頭 大白色

ノ斑點(脂 肪 組織 壊死)ヲ 認 ムル コ トナ リ.コ

レ他 ニ於 テ多 ク見 ザル處 ナ リ.

家 兎Protamylase注 入時 ニ於ケル肉

眼的病理學的所見成績小括

Protamylase(武 田)ヲ 滅菌的生理的食塩

水 ニテ5%ノ 溶液 トナ シ,體 重2000g前 後 ノ

健康正常 家兎 ノ腹腔 内ニ注入 シ,其 ノ動物轉

歸及 ビ肉眼的病理學的 成績 ヲ小括 ス レバ次 ノ

如 シ.

Protamylase注 入量(5%)　 50cc-10cc

動 物 生存時間　 2.5時 一1時 以内

腹腔内所見

腹腔内 ニハ出血性浸出液(殆 ド血 液 ノミ ト

思 ハル ルガ如 キ)極 メテ多量 ニ潴 溜 シ,大 網,

胃壁,腸 壁,腹 腔等 ハ汎發的 ニ充血出血極 メ

テ高度 ニ シテ,腸 管壁 ハ全體 ニ暗赤色 ヲ呈 シ,

其 ノ光澤 ハ消 失ス.カ カル高度 ナル出血 ハ他

ノ何 レノ酵素 ニ於 テモ見 ザル處 ナ リ.脂 肪 組

織 壊死 ハ認 メズ.上 述 ノ變化 ハ酵素 量少量 ナ

ルモ ノハ其 ノ程度輕 シ.

胸 腔内所見

肺 ハ張 ク充 血 シ,且 張度 ナル肺臟 出血 ヲ伴

フ.之 ハ3酵 素 中何 レヨリモ其 ノ程度 最 モ甚

シ.又 心臟周圍組織 ニハ強 キ出血 ヲ認 メ,縦

隔膜内 ニハ血性 ノ浸出液多量 ニ認 ムルモ ノア

リ(Nr. P. 1).

家 兎Trypsin, Diastase混 合 液 注 入 時

ニ於ケル肉眼的病理學的所見成績小括

既述 ノTrypsin, Diastase溶 液 ヲ各等分 ニ

混合 シ,其 ノ一定量 ヲ體重2000g前 後 ノ健 康

正 常家 兎 ノ腹腔 内ニ注 入 シ,ソ レニ ヨリテ惹

起 セラ レタル胸 腔内竝 ニ腹腔内 ノ肉眼的病 理

學的所見 ノ成績 ヲ小括 ス レバ次 ノ如 シ.

Trypsin, Diastase混 合 液注入量　50cc

動 物 生存時間　 48-12時 間

腹腔内所見

漿液性浸出液中等度 ニ潴溜 シ,内 臟諸器官

ハ一般 ニ出血充血 セズ.唯 大網 稍 々充血 ス.

脂 肪組織 壊死 ハ認 メズ.

胸 腔内所見

一般 ニ異 常 ヲ認 メザルモTD . 3ニ 於 テ輕

度 ノ肺臟 出血 ヲ認 ム.

家 兎Trypsin, Lipase混 合 液注 入時 ニ

於ケル肉眼的病理學的所見成績小括

既述 ノTrypsin, Lipase溶 液 ノ等分混合液

ノ一定 量 ヲ,體 重2000g前 後 ノ健 康正常 家兎
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ノ腹腔 内ニ注 入 シ,コ レニヨ リテ惹起 セラ レ

タル腹腔 内及 ビ胸 腔内肉眼的病理學的所見 ノ

成績 ヲ小括 ス レバ次 ノ如 シ.

Trypsin, Lipase合 液 注入量　 50cc

動 物 生存時間　 4時 一2時 間

腹腔 内所見

漿液性 出血性浸 出液 多量 ニ潴 溜 シ,大 網 ハ

強度 ニ充 血 ス.胃 及 ビ腸 管漿膜竝 ニ腸 間膜 ハ

充血 中等度 ニ シテ,又 後腹部腹膜 ニ ハ點 状 ノ

出血 ヲ見 ルモ ノア リ.大 網 及 ビ膵 ニハ帽針頭

大 ノ脂肪組織 壊死 ヲ多數 ニ見 ルモノ ア リ.又

後 腹部 腹膜 ニ ハ多數 ノ脂肪組織壊死 ヲ認 ム.

其 ノ大サ ハ粟 粒大 ナ リ.

胸 腔内所見

肺 臟 ニハ充 血及 ビ出血 ヲ認 メズ.尚 ホ又他

ノ變 化 モ認 メズ.

家 兎Lipase, Diastase混 合 液注 入時 ニ

於ケル肉眼的病理學的所見成績小括

既述 ノLipase, Diastaseノ 等 分混合液 ノ一

定量 ヲ,體 重2000g前 後 ノ健康正常家兎 ノ腹

腔内 ニ注入 シ,之 ニ ヨ リテ惹起 セラ レタル腹

腔内及 ビ胸腔 内肉眼的病理學的所 見 ヲ小括 ス

レバ次 ノ如 シ.

Lipase, Diastase混 合 液注 入量　50cc

動 物 生存時 間　 20-3時 間

腹腔 内所 見

血性 浸出液多量 ニ瀦溜 ス.胃 及 ビ腸 管 ノ漿

膜 ハ出血強度 ニ シテ,腸 間膜 ノ血 管 モ亦怒 張

ス.腹 腔 ニハ強度 ノ線 状 ニ走 ル出血 ヲ見 ル.大

網 ハ充血 シ,且 多數 ノ脂肪組織 壊死 ヲ認 ムルレ

モノ アリ.カ カルモノニテハ後腹部脂肪組織

ニモ帽針頭 大 ノ脂肪 組織 壊死 ノ白斑 ヲ認 ム.

胸 腔内所見

肺臟 ハ一般 ニ充血 シ,又 縦隔膜内 ノ脂肪組

織 ニ ハ多數 ノ粟粒 大 ノ脂肪 組織 壊死 ヲ認 ムル

モ ノア リ(LD 2).

家 兎Trypsin, Diastase及 ビLipase

混合液注入時テ於ケル肉眼的病理學的

所 見成緒小括

既述 ノTrypsin, Diastase及 ビLipaseノ

各 等分混合液 ノ一定量 ヲ,體 重2000g前 後 ノ

健 康 正常家兎 ノ腹腔内 ニ注 入 シ,之 ニ ヨリテ

惹起 セラ レタル腹腔内及 ビ胸腔内 ノ内臟諸器

官 ノ肉眼 的病理學的所 見 ヲ小括 ス レバ次 ノ如

シ.

Trypsin, Diastase, Lipaseノ 各5%

ノ等 分混合液　 50-10cc

動 物 生存時間　 20時-1時30分

腹 腔内所 見

漿液性 出血性浸出液 多量 ニ潴溜 シ,大 網 ハ

強度 ニ充血及 ビ出 血ス.胃 及 ビ腸 管 ノ漿膜 ハ

血 管 甚 シク怒 張 シ,腸 間膜 モ亦充血甚 シ.胃

及 ビ小腸 漿膜 竝 ニ腹膜 ニハ,處 々指頭大 ノ黄

色 ノ斑 點 ヲ認 ムルモノア リ.又 粟粒大 ノ白斑

ヲ認 ムルモノア リ.腎 臟周圍脂肪組織 ニハ粟

粒 大 ノ脂肪組織 壊死 ヲ少數 ニ認 ムル モノアリ

(TDL 2).

胸 腔 内所 見

肺臟 ハ一般 ニ充血 シ,輕 度 又ハ中等度 ノ出

血 ヲ見ル.コ レ以外 ニ他 ノ變化 ハ認 メズ.

家 兎Trypsin, Diastase, Lipase及 ビ

犬膵臟Emulsion混 合 液注 入時 ニ於 ケ

ル肉眼的病理學的所見成績小括
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既述 ノTrypsin, Diastase, Lipase溶 液 ノ

等量混合液 ヲ,犬 ノ膵臟 ノ目方 ノ約3倍 量加

ヘタ ル後之 ヲ30分 間, 38℃ ノ孵卵器 中ニ入

レ,ソ レノEmulsionヲ 作 リ,其 ノ濾液 ノ一

定量 ヲ,體 重2000g前 後 ノ健康 正常 家兎 ノ腹

腔 内ニ注 入 シ,ソ レニ ヨ リテ惹起 セ ラ レタル

成績 ヲ小括 ス レバ次 ノ如 シ.

酵 素液加,犬 膵臟Emulsion注 入量

　20-10cc

動 物 生存時間　 6時-5時 間

腹腔 内所見

漿液性出血性浸 出液多量 ニ瀦溜 ス.胃 及 ビ

腸 管 ノ漿膜 ハ其 ノ特有 ナル光澤 ヲ失 ヒ,且 其

ノ部 ノ毛細管 ハ著 シク怒張 ス.腸 壁 ニハ處 々

指頭 大 ノ黄色 ノ斑 點 ヲ有 スルモ ノア リ.大 網

ハ一般 ニ強度 ニ充 血 シ,又 點状 ノ出血部位甚

ダ多 ク,又 處 々粟粒 大 ノ白色 ノ脂肪組織壊死

ヲ 認 ムルモ ノア リ(TDLE. 3).腸 間 膜 ノ

血 管 ハ總 テ甚 シク怒張 ス.後 腹部腹膜 ニモ亦

多數 ノ粟粒 大ノ脂肪組織壊死 ヲ見 ルモノ アリ

(TDLE. 3).

胸 腔 内所 見

肺臟 ハ一般 ニ,充 血ハ輕度乃至 中等度 ニ シ

テ,他 ニハ著變 ヲ認 メズ.

第2節　 病理組織學的所見(家 兎之部)

第1項　 Trypsin注 入時 ニ於ケル病

理組織學的所見

肺　 家 兎7匹 ニ於 テ出 血及 ピ充 血 ハNr. T.3

 及 ピT. 4ノ2例 ヲ除 キ,他 ニハ 例外 ナ ク認 メラ

ル ル現 象 ナ リ. Nr. T. 3及 ピT. 4兩 者 何 レモ

Trypsinヲ 耳 靜脉 内 ニ注 入 セル モ ノニ シテ, T . 3

ニ於 テ ハ20cc , T. 1ニ 於 テ ハ 第1囘 ニ10cc,

 24時 間 後 再 ピ20ccヲ 注 入 シ タル ニShockニ テ

即死 セ ル 例 ナ リ.即 チ 何 レ モ酵 素 量 最 少 量 ナ リ.

他 ノ例 ニ於 テ ハ 何 レモ 輕 度 ノ充 血 及 ビ出 血 ヲ認

ム.(T. 6ハ 高 度 ナ リ.)肺 胞 ノ變 化 ハNr. T. 2,

 T. 3, T. 4ニ 於 テ ハ認 メラ レザ レ ドモ,T. 1, T. 5.

 T. 6, T. 7即 チ過 半 數 ノ例 ニ於 テ認 メ ラ ル.即 チ

肺 胞 ハ處 々破 壊 シ.其 ノ原 形 ヲ失 フ.壁 ハ薄 ク

ナ リ,擴 張 サ レ, 2ツ 又 ハ3ツ 共 通 シ肺 氣腫 ノ

型 ヲ呈 シ,又 部 分的 ニ ハ 肺胞 萎 縮 シ.「 ア テ レ ク

ター ゼ」 ノ像 ヲ呈 ス ル處 ア リ.カ カル 部 分 ニ於

テ ハ 核 ノ増殖 ヲ認 ム.「 ヘ モ ヂ デ リン」ノ沈 着 ハ

Tr. T. 5ニ 於 テ タダ1例 認 メ ラル レ ドモ,他 ノ

例 ニ ハ認 メラ レズ.白 血球 ノ浸潤 其 ノ他 炎 症 性

所 見 ナ シ.

肝　 出 血及 ピ充 血 ハ耳 靜 脉 内注 入 ニ於 テ ハ4

例 中1例(Nr. T. 1)ノ ミ輕 度 ニ認 メ ラル ル モ,

他 例 ニ ハ認 メ ラ レ ズ.腹 腔 内注 入 ニ於 テ ハ3例

共 總 テ 輕 度 ノ鬱 血 ヲ認 ム.而 シ テ中 心 靜 脉 及 ピ

毛 細 管 ハ 充 盈 擴 張 ス.肝 細 胞 ハ 耳 靜 脉 内 注 入,

腹 腔 内注 入 兩 者 何 レモ原 形 質 ハ總 テ大 小 種 々 ノ

顆 粒 状 トナ リ,又 細 胞 ノ境 界 不明 トナ ル モ ノ多

シ.又 肝 細 胞 索 ハ眞 直 トナ ラ ズ,迂 曲 ス.核 ハ

又 「ピ ク ノー ゼ」ニ陷 ル モ ノ多 シ.星 芒 細 胞 ニ ハ

一 般 ニ變 化認 メ ラ レズ .タ ダNr. T. 5ニ 於 テ 多

量 ニ「ヘモ ヂ デ リン」沈 着 ヲ認 ム.「 グ リソ ン」氏

鞘 ハ 異 常 ナ シ.

脾　 靜脉 内 注入 時 ニ 於 テ ハ4例 中 タダNr. T. 3

ニ 於 テ髓 質 部 ニ中 等 度 ノ色 素 沈 着 ヲ認 メ,臚 胞

ハ其 ノ境 界 不 明 トナ レ ドモ,他 ノ例 ニ於 テ ハ 全

ク變 化 ヲ認 メズ.腹 腔 内 注 入 時 ニ 於 テ ハ 殆 ド例

外 ナ ク變 化 ヲ認 ム.即 チ被 膜 及 ピ梁 材 ニハ 異 常

ヲ認 メザ ル モ,被 膜 下 ニ ハ強 度 ノ出 血 ヲ認 ムル

モ ノア リ.又 一 般 ニ 鬱 血症 状 強 シ.臚 胞 ハ 其 ノ

形 大 トナ リ,又 ハ 其 ノ數 ヲ 増 加 ス.其 ノ中 ニ

「ヘ モ ヂデ リ ン」ノ沈 着 セ ル モ ノ多 シ.靜 脉 覽 ハ
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一 般 ニ擴 大 シ.脾 實 質 内 ニ ハ偽 性 「エ オ ジ ン」嗜

好 性 白 血 球 ノ浸 潤 ヲ認 ム ル モ ノモ ア リ.

腎　 靜脉 内 注 入 時 ニ於 テ ハ著 變 ヲ認 メズ.腹

腔 内 注 入 ニ於 テハ 何 レモ共 通 セ ル 變 化 ヲ 惹 起

ス,即 チ中 等 度 ノ充 血及 ピ出血 ヲ認 ム.絲 毬 體

ハ 一般 ニ變 化 少 シ.タ ダT. 5ニ 於 テ ハ色 素 沈 着

甚 ダ シ ク且 腫 脹 シ,其 ノ部 ノ毛 細 管 ハ 充 盈 擴 張

セ ル モ ノア リ.尿 細 管 主 部 ハ 溷 濁 腫 脹 シ,爲 ニ

内臟 ノ狭 少 ヲ來 セ ル モ ノ多 シ.尿 細 管 上皮 細 胞

ハ 輕 度 又 ハ 中 等度 ニ破 壊 サ レ.皮 質 ハ 一般 ニ變

化 多 キ ガ如 シ.

膵　 靜 脉 内注 入 ノ例 ニ於 テ ノ 各 例 共變 化 ハ認

メ ラ レズ.腹 腔 内注 入 例 ニ於 テ ハ充 血 ハ 一般 ニ

認 メ ラ ル ル所 見 ニ シテ,之 ハ輕 度 ニ シテ,血 管

ハ 總 テ充 盈 擴 張 ス.又 腺 細胞 ハ破 壊 シ,全 ク原

形 ヲ失 ヒ,上 皮 細胞 ハ 不規 則 ニ 排 列 シ,原 形 質

中 ニハ 空 胞 ヲ形 成 ス ル モ ノア リ.核 ハ 消 失 ス ル

モ ノ,又 ハ 殘 存 ス ル モ「ピ ク ノー ゼ」ニ陷 リ,壊

死 ヲ惹 起 セ ル モ ノア リ.「 チ モ ー ゲ ン」顆 粒 ハ 一

般 ニ減 少 又 ハ消 失 ス.「 ラ ンゲ ル ハ ン ス」氏 島 ハ

異 常 ヲ認 メズ.

第2項　 Diastase注 入時 ニ於 ケル病

理 組織 學的所見

肺　靜脉内注入時 ト腹腔内注入時 トハ其 ノ所

見ヲ異ニス.即 チ靜脉内注入時ニ於テハ腹腔内

注入時 ノ場合ニ比シ其 ノ變化極メテ輕度ニシテ

肺臟出血充血 ノ存スルモノ,存 セザルモノ相半

ス.而 シテ出血 ノ存スルモノト謂フモ其 ノ程度

極 メテ輕度ナ リ.尚 ホNr. D. 4(靜 脉 内注入例)

ニ於テハ充血出血以外 ニ肺胞壁 ノ肥厚ヲ招來シ

細胞 ノ増殖 ヲ認ムルモ,コ ハ僅ニ1例 ニ過ギズ.

他 ハ全ク又ハ殆 ド變化 ヲ認 メズ.腹 腔内注入ニ

於テハ其 ノ變化強度ニシテ,總 テ ノ例ニ於テ高

度 ノ充血及ビ出血ヲ認メ, D. 9ニ 於 テハ肺胞 ハ

隔 壁 ヲ失 ヒ, 2-3共 通 シ,又 ハ萎 縮 ス.而 シヲ

本 例 ニ於 テ ハ 尚 ホ 肺 胞 内 ニ偽 性 「エ オ ジ ン」嗜 好

性 白 血 球 ノ浸 潤 ヲ認 メ,其 ノ附 近 ニ浸 出液 ノ浸

出 ヲ認 ム.他 ノ例 ニ於 テ ハ カ カ ル變 化 ハ認 メ ラ

レズ.

肝　 靜 脉 内 注入,腹 腔 内 注入 共 ニ同 様 ノ變 化

ヲ惹 起 シ,且 各 例 共(D. 8ハ 正 常)相 當 ノ變化 ヲ

ア ラハ ス.即 チ一 般 ニ染 色 不良 ニ シテ,鬱 血 ノ

程 度 強 ク,從 ツテ中 心 靜 脉 其 ノ他毛 細 管 等 モ總

テ 擴 張 シ,充 盈 ス.肝 細 胞 ハ全 ク其 ノ形 ノ消 失

スル モ ノア リ.原 形 質 ハ大 小種 々 ノ顆 粒 状 ヲ呈

シ,又 ハ空胞 ヲ形 成 シ,其 ノ境 界 ハ極 メテ不 明

瞭 トナ ルモ ノア リ.核 ハ 又 「ピ ク ノー ゼ」ニ陷 ル

モ ノ多 シ.

脾　 靜 脉 内 注 入 時 竝 ニ腹腔 内 注 入 時 ニ於 テ,

其 ノ所 見 ヲ異 ニ ス.靜 脉 内 注 入 時 ニ於 テ ハ6例

中3例 ハ 全 ク變 化 ヲ認 メ得 ズ,他 ノ3例 ハ 總 テ

強 度 ノ充 血 ア リ.中 ニ ハ「ヘ モヂ デ リン」ノ沈 着

ヲ認 メ.組 織 球 ノ之 ヲ喰 フ ノモ ア レ ドモ,一 般

ニ充 血 以 外 ニ ハ變 化 ノ起 ル モ ノ稀 ナ リ.

腹 腔 内 注 入 時 ニ於 テ ハ(3例)總 テ 強度 ノ出血

及 ビ充 血 ア リ.出 血 ハ被 膜 下 ニ強 キ コ トア リ,

又 汎發 的 ノコ トア リ.臚 胞 ハ増加 又 ハ肥 大 シ,

又 粗 トナ ル モ ノア リ.靜 脉 竇 ハ 一般 ニ擴 大 ス.

腎　 靜 脉 内 注 入 時 ト腹腔 内注 入 時 トハ其 ノ變

化 ノ程 度 ヲ異 ニ ス.

靜脉 内 注入 時 ニ於 テ ハ充 血及 ビ出 血ハ認 メ ラ

レ ズ.タ ダ輕 度 ノ尿 細 管 ノ破 壊 ヲ認 ム.即 チ尿

細 管 特 ニ 主部 ノ上 皮 細 胞 ハ管腔 ニ向 ツテ 脱 落 シ

又 ハ 溷 濁腫 脹 ヲ認 ム.髓 質 ハ 總 テ變 化 ヲ認 メズ.

然 レ ドモ6例 中2例(D. 3. D. 5)ハ 全 ク變 化 ナ

シ.

腹腔内注入時ニ於テハ3例 中2例 ハ變化全ク

無 シ.タダ1例(D. 9)ニ 於 テ輕度 ノ變化ヲ認ム.

即 チ尿細管ニ上記 ノ如キ變化 ヲ認ム.
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膵　 靜脉内注入時及ピ腹腔内注入時共ニ膵臟

ノ變化ハ一般ニ認 メ難 シ.タ ダ少數 ノ例ニ於テ

輕度 ノ鬱血,腺 細胞 ノ破壊サレ,其 ノ原形 ヲ失

フモノヲ認ムルノミナリ.

第3項　 Lipase注 入時ニ於ケル病理

組織學的所見

肺　 3匹 ノ實 驗 例 ニ於 テL. 1ハ 軽 度 ノ充 血 ヲ

認 ムル 以 外 著 變 ヲ認 メ ズ. L. 2ハ 全 ク變 化 ヲ認

メ得 ズ.タ ダL. 3ニ 於 テ ノ ミ高 度 ノ變 化 ヲ招 來

ス.即 チ汎 發 的 ニ高度 ニ充 血 シ,又 出 血極 メテ

強 度 ニ シテ,肺 胞 ハ 全 ク共 ノ形 ヲ失 ヒ,中 ニ 多

量 ノ赤 血 球 ヲ充 タ セル モ ノア リ.肺 胞 壁 ハ擴 張

シ,細 胞 ハ増 殖 シ.或 ル部 分 ニ於 テ ハ肺 胞 腔 ヲ

缺 グ(Fig. 2参 照).而 シ テ酵 素 ハL. 1, L. 2ヨ

リ却 ツ テL. 3ニ 於 テ少 最 ナ リ.

肝　 中 心 靜 脉 及 ピ毛 細 管 ハ 擴 張 シ,赤 血 球 ヲ

充 盈 ス.毛 細 血 管 モ亦 充 盈 擴 張 ス.肝 細胞 ハ染

色 一 般 ニ不良 ニ シテ,中 心 靜 脉 ヲ中 心 トシテ 溷

濁 腫 脹 ヲ呈 ス.又 一 般 ニ原 形 質 ハ 顆 粒 状 又 ハ 空

胞 變 性 ニ陷 ル.核 ハ 其 ノ 大 サ 全 ク不 均 一 ニ シ

テ,「 ピ ク ノーゼ 」又 ハ「カ リオ レ キ シス」ニ陷 ル

(Fig. 3參 照).カ ク シ テ肝 細 胞 ハ 其 ノ境 界 不 明

瞭 トナ リ,或 ル部 ハ粗 ニ排 列 シ,又 或 部 ハ 集 團

シテ一 塊 ニ見 ユ ル モ ノ ア リ.

脾　 汎 發 的 ニ中 等度 ノ充 血 及 ピ 出 血 ヲ認 ム.

臚 胞 ハ ヨ ク其 ノ原 形 ヲ保 持 サ ル モ ノ ア レ ド モ

(L. 2),又 其 ノ原 形 ハ 不 明 瞭 トナ リ(L. 1),又 ハ

狭 少 トナ リ,或 ハ粗 トナ ル モ ノア リ(L. 3, Fig. 4

参 照).其 ノ中 ニ ハ大 小 種 々 ノ細胞 ヲ含 有 ス.又

L. 1ノ 例 ニ見 ル ガ如 ク,出 血 部 位 ニ接 シテ處 々

白 血 球 ノ侵 潤 ア リ.其 ノ部 ノ細胞 ハ壊 死 ニ陷 ル.

即 チ膿 瘍 形 成 ノ初 期 ニ非 ズ ヤ ノ像 ヲ呈 ス.

腎　 總 テ 一般 ニ高 度 ノ充 血 ヲ認 ム.絲 毬 體 ハ

破 壊 サ ル(L. 1, L. 3).又 尿 細 管 主 部 ノ上 皮 細

胞 ハ共 ノ形 ヲ失 ヒ,核 ノ ミヲ存 ス ル モ ノア リ.

又 ハ原 形 質 ガ核 ト共 ニ中 心 ニ 向 ツテ脱 落 スル モ

ノア リ(Fig. 5照),又 ハ 迂 曲 尿 細 管 ニ於 テ

ハ 上述 ノ變 化 ハ 相 當 廣 範 圍 ニ認 メラ ル(Fig.6

参 照).核 ハ注 入 酵 素 量少 キL. 3ニ 於 テ ハ 正 常

ナ ル モ,量 多 キL. 1, L. 2ニ 於 テ ハ 「ピ ク ノ ー

ゼ」 ニ陷 ル.「 ヘ ン レ」氏 蹄 係 ノ上 皮 細胞 ノ變 化

ハ 少 キ モ,時 々又膨 脹 シ,空 胞 ヲ形 成 シ,核 ハ

「ピ ク ノー ゼ」ニ 陷 ル モ ノ ア リ(L. 2).集 合 管 ハ

變 化 ナ シ.

膵　 概 シテ變 化少 シ.特 ニ酵 素 注 入 量 少 量 ノ

L. 3ニ 於 テ ハ變 化 ハ 認 メズ.注 入 酵 素 多量 ナ ル

L 1ニ 於 テ腺 細 胞 ノ變 化 ヲ來 ス.即 チ腺 細 胞 ハ

染 色 甚 ダ 不 潔 ニ シテ境 界 不 明 瞭 ナ リ.共 ノ特 ニ

甚 ダ シキ 部 ニ 於 テ ハ 細胞 ノ境 界 全 ク不 明 瞭 ニ シ

テ,原 形 質 ノ消失 ヲ招 來 シ,輕 度 ノモ ノニ於 テ

ハ 核 ノ周 圍 ニ於 テ ノ ミ輕 度 ニ原 形 質 ノ殘 骸 ヲ止

ム ル モ ノア リ.「 ラ ンゲ ルハ ンス」氏 島 ハ 一般 ニ

異 常 ヲ認 メズ.

第4項　 Protamylase注 入 時 ニ於 ケ

ル病理 組織 學的 所見

肺　 注 入酵 素 ノ最 少 量 ナ ルP. 5ニ 於 テ ハ 一

般 ニ變 化 ハ輕 微 ニ シ テ,タ ダ邊 縁 部 ニ於 テ 輕 度

ノ出 血 ヲ認 ム ル 以外 變 化 ハ認 メ ラ レ ズ.然 レ ド

モ注 入 酵 素 最 多 量 ナ ルP. 1, P. 2及 ピ中 等 量 ナ

ルP. 3, P. 4ニ 於 テ ハ何 レモ高 度 ナ ル變 化 ヲ認

ム.即 チP. 1, P. 2ニ 於 テ ハ双 方 共 高 度 ノ出 血 ヲ

認 メ,又 細胞 ハ 融 合 シテ 大 ナ ル空 胞 ヲ形 成 セ ル

コ トア リ.又P 3, P. 4ニ 於 テ ハ何 レ モ高 度 ノ出

血 ヲ認 ム.尚 ホ 何 レモ 肺 胞 内 ニ大 ナ ル浸 出 性細

胞 ヲ認 メ,其 ノ原 形 質 中 ニ赤 血球 ヲ喰 フ. P. 1

ニ於 テ ハ 以 上 ノ外 ニ毛 細 氣 管 支 ノ周 圍 ニハ 偽 性

ニ

「エ ナ ジ ン」嗜 好 性 白 血 球 ノ浸 潤 ヲ認 ム(Fig. 7

参 照).
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肝　注入酵素 ノ多寡ニヨリテ變動ナク,總 テ

殆 ド同様ナル變化ヲ認ム.一 般ニ輕度又ハ中等

度 ノ充血ヲ示ス.中 心靜脉及ピ毛細管ノ擴張ハ

或ハ存 シ,或 ハ無 シ.肝 細胞索ハ一般ニ共 ノ境

界甚ダ不明瞭ニシテ,原 形質ノ染色極メテ不均

等ナ リ.而 シテ粗大ナル又ハ微細ナル顆粒状 ト

ナルモノアリ.カ カル處ニテハ核ハ丸 ミヲ失 ヒ,

角張 リ,或 ハ又消失スルモノ多シ.

脾　一般ニ共通セル變化ハ實質内ノ出血ナリ.

而 シテ注入酵素多量ナル トキハ少量ナル場合ヨ

リ其 ノ程度強 シ.其 ノ他ノ變化ハ 一般ニ認メラ

レザル處ナルモ, P. 1ニ 於テハ「ヘモヂデ リン」

ノ沈着強ク.臚 胞ハ其 ノ境界不明瞭 トナルモノ

多ク,又 粗 トナル(浮 腫 ノタメナラン).

腎　一般ニ共通セル變化ハ出血及ピ充血ニシ

テ,絲 毬體 ノ變化ハ タダP. 4ニ 於テ認 メラル レ

ドモ,他 ニ於テハ認メラレズ.尿 細管ハ一般ニ

上皮細胞 ノ脱落,核 ノ「ピクノーゼ」等中等度ニ

存ス.集 合管ニハ變化ハ認 メラレズ.上 記ノ所

見ハ總テ注入酵素量 ノ少 クナルニヨリテ變化少

シ.

膵　充血或ハ出血ハ共通 ノ變化ナク.然 レド

モ其 ノ程度ハ注入酵素量 ノ多キモノニ至 リテ反

ツテ輕度ナ リ.注 入酵素量中等量ナルP. 4ニ 於

テハ腺小葉間隙ハ弛緩 シ.其 ノ間質ニ於テ極 メ

テ高度 ノ出血ヲ認ム.而 シテカカル部分ニ於 ケ

ル血管ハ浸潤サルルモ,其 ノ中ニ含有サレタル

血球ハ變化ヲ認メズ(Fig. 8參 照).

腺細胞ハ各例ニ於テ染色不良ニシテ又排列極

メテ粗 トナルモノアリ(浮腫 ノタメナリ)(P. 3).

或ハ又其 ノ固有 ノ形ヲ失 ヒ,原 形質内ニハ空胞

變性甚ダ強度ニシテ,核 ハ殆 ド其ノ輪廓ヲ消失

スルモノアリ.又 僅ニ其ノ痕跡ヲ止ムルモノア

リ(P. 4).「 ラ ンゲルハンス」氏島ニハ變化 ヲ認

メズ.

第5項　 Trypsin, Diastase混 合 液

注入時 ニ於 ケル病理組織學

的所 見

肺　 3例 共 殆 ド同 様 ノ變 化 ヲ現 ス.即 チ充 血

出 血 ハ 一般 ニ輕 度 ニ シテ,肺 胞 ハ萎 縮 シ,胞 室

ヲ無 ク スル モ ノア リ.又 ハ 或 ル部 分 ニ於 テ ハ代

償 的 ニ肺 胞 ハ擴 大 セ ル モ ノア リ.各 肺 胞 内 ニ ハ

多 量 ノ浸 出 液 ノ瀦 溜 ヲ認 ム.白 血 球 ノ浸 潤 ヲ認

メズ.

肝　 出 血 及 ピ充 血 ハ輕 度 ナ リ.從 ツ テ中 心 靜

脉 及 ピ毛 細 管 ノ充 盈 擴張 ヲ輕 度 ニ認 ム ル モ ノ ア

リ.肝 細胞 索 ハ境 界 稍 々 不 明 瞭 ニ シテ,原 形 質

ハ顆 粒 状 トナ リ,核 ハ「ピ ク ノ ーゼ」ニ陷 ル モ ノ

多 シ.

脾　 一般 ニ高 度 乃 至 中 等 度 ノ汎 發的 出 血及 ピ

充 血 ヲ認 ム.タ メ ニ靜 脉 竇 ノ充 血擴 大 極 メテ高

度 ノモ ノア リ.臚 胞 ハ充 血 シ,共 ノ形 狭 少 トナ

ル モ ノ(TD. 3),又 ハ 其 ノ形 不規 則 トナ リ,境

界 不 明 瞭 トナ ル モ ノア リ(TD. 1, TD. 2).

腎　 3例 中TD. 1, TD. 2ニ 於 テ ハ 著 變 ヲ認

メ ズ.タ ダTD. 3ニ 於 テ ノ ミ充 血及 ピ出 血 極

メ テ高 度 ニ シテ(皮 質,髓 質 部 共 ニ),絲 毬 胆 及

ピ尿 細 管 ノ破 壊 高 度 ニ認 ム.

膵　 3例 共 其 ノ所 見 ヲ異 ニ ス. TD. 1ハ 變 化

ヲ認 メズ. TD. 2ハ 腺 細 胞 ハ 萎縮 シ,核 モ處 々

「ピ ク ノー ゼ」 ニ陷 ル モ ノ 多 シ. TD. 3ハ 出

血 充 血 高 度 ニ シテ,上 皮 細 胞 ハ處 々破 壊 サ ル.

「ラ ン ゲ ルハ ン ス」氏 島 ハ異 常 ヲ認 メズ.

第6項　 Trypain, Lipase混 合 液注

入時 ニ於 ケル病理組織 學的

所見

肺　 出 血 及 ピ充 血 ハTL. 1ニ 於 テハ 輕 度,

 TL. 2ニ 於 テ ハ 中 等度 ニ認 メ ラル, TL. 1ニ 於

テ ハ肺 胞 ノ變 化 ハ 認 メ ラ レザ ル モ, TL. 2ニ 於
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テハ 肺 胞 ハ 縮 小 シ,其 ノ胞 壁 ノ細 胞 ノ増 殖 ヲ認

ム.

肝　 充 血 ノ程 度 ハ 輕 度(TL. 1)又 ハ強 度

(TL. 2)ニ 認 メ.肝 細胞 索 ハ溷 濁腫 脹 ヲナ シ,

其 ノ境 界 不 明 瞭 トナ リ,核 ハ「ピ ク ノー ゼ」ニ陷

ル モ ノア リ(TL. 2).又 原 形 質 ハ 染 色 不 均 等 ニ

シテ,粗 大 ナ ル顆 粒 状 トナ ル モ ノ ア リ(TL. 1).

中 心 靜 脉 及 ピ毛 細 管 ハ 一 般 ニ稍 々充 盈 擴 張 ス.

脾　 脾 實 質 内 ノ出 血 ハ極 メテ高 度 ニ シテ,各

細 胞 ハ破 壊 シ,顆 粒 トナ ル モ ノヲ多 數 ニ認 ム ル

例 ア リ(TL. 1).又 臚 胞 ハ其 ノ境 界 甚 ダ不 明 瞭

トナ ル モ ノア リ(TL. 1).又 ハ粗 トナ リ又 ハ破

壊 シ,其 ノ原 形 ヲ失 フモ ノ ス ラア リ.

腎　 出 血 ハ 汎發 的強 度 ナ ル モ ノア リ(TL. 2).

又 輕 度 ナ ル モ ノア リ(TL. 1).絲 毬 體 ハ腫 脹 又

ハ充 血 ス.又 一 般 ニ尿 細 管 ノ破 壊 輕 度 又 ハ 中 等

度 ニ存 ス.

膵　 著 變 ヲ認 メズ.

第7項　 Lipase, Diastase混 合 液注 入

時 ニ於 ケル病理 組織學的所見

肺　 充 血及 ピ出 血 ハ輕 度 ノモ ノア リ(LD. 1).

又 高度 ノモ ノア リ(LD. 2).肺 胞 ハ 一般 ニ胞 腔

ヲ消失 ス.カ カ ル部 分 ニ於 テハ 肺胞 ノ増殖 ヲ認

メ,壁 ハ輕 度 ニ腫 脹 ス.

肝　 一 般 ニ充 血 ノ程 度 中 等 度 ニ シテ.從 ツテ

中心 靜 脉,毛 細 管 等 充 盈 擴 張 ス.肝 細 胞 索 ハ染

色 不良 ニ シ テ.原 形 質 ハ顆粒 状(LD. 1)ト ナ リ,

又 ハ空 胞 變 性(LD. 2)ヲ ナ ス.核 ハ 一般 ニ 「ピ

ク ノー ゼ」ニ陷 ル.

脾　 輕 度 又 ハ 中 等 度 ノ充 血 ヲ汎 發 的 ニ認 メ,

實 質 内 ニ高 度 ノ顆 粒 沈 着 ヲ認 ム(LD. 2).又 處

處 白血 球 ノ浸 潤 ヲ認 ム ル モ ノア リ(LD. 1),臚

胞 ハ破 壊 セ ル モ ノ ア リ(LD. 1).又 粗 トナ リ,

其 ノ境 界 不明 瞭 トナル モ ノア リ(LD. 2).ソ レ

等 ノ中 ニ含 有 サ レ タル 細 胞 ハ 「ピ ク ノー ゼ」ニ陷

ル モ ノ比 較 的 多 シ.

腎　 LD. 1ハ 尿 細 管 ノ輕 度 ノ 變 化 ヲ認 ム ル

以 外 ニ著變 ヲ詔 メ ズ,LD. 2ニ 於 テ ハ 中等 度 ノ

充 血 ヲ全般 的 ニ認 メ,絲 毬 體 モ亦 充 血 シ,且 浸

出 液 ヲ充 タス.破 壊 ハ 輕 度 ナ リ.尿 細 管 ノ上 皮

細 胞 ノ破 壊 ハ高 度 ナ リ.

膵　 出 血及 ピ充 血 ハ 輕 度 ニ認 メ(LD. 1)又

ハ 認 メ ズ(LD. 2).腺 細 胞 ハ處 々破 壊 シ,中 ニ

ハ 核 ノ ミ ヲ殘 セ ル モ ノア リ(LD. 1),又 原 形 質

内 ニ 多數 ノ空 胞 ヲ形 成 シ,核 ニ丸 ミ ヲ失 ヒ,「 ピ

ク ノー ゼ」ニ陷 ル モ ノア リ.

第8項　 Trypsin, Diastase, Lipase

混 合 液注 入時 ニ於 ケル病理

組織學 的所 見

肺　全體ヲ通 ジテ認 メラルル變化ハ出血又ハ

充血竝ニ肺胞 ノ變化,即 チ肺胞ハ其 ノ障壁ヲ消

失 シ,數 箇融合シ,大 ナル空室ヲ形成シ,又 ハ

萎縮シ,壁 ノ肥厚ヲ來シ.其 ノ部ニ於テハ細胞

ノ増殖 ヲ認ムルナリ. TDL. 1, TDL. 2ノ 如 ク

酵素量大量 ノ場合ニ於テハ, TDL. 1ニ 於 テハ

強度 ノ出血及ビ肺胞壁 ノ破壊ヲ強度ニ認ム.

然 シTDL. 2ハ 肺胞 ノ變化竝ニ出血充血共 ニ

輕度ナリ.酵 素量中等量ナルTDL. 3, TDL. 4

ハ各中等度 ノ出血及ピ充血ヲ來 シ,肺 胞モ亦中

等度ノ破壊ヲ認ム.之 等 ノ2例 ハ何 レモ白血球

ノ浸潤 ヲ證明ス.

酵素量稍 々少 量又 ハ極 少量ナ ルTDL. 5,

 TDL. 6等 ハ 却 ツテ強度 ノ充血又ハ出血ヲ認

ム.肺 胞壁モ亦變化強シ.生 存期間永キタメナ

ルべシ.但 シ白血球 ノ浸潤ハ認メズ.

肝　 一般ニ共通セル變化ハ充血竝ニ肝細胞索

ノ變化ナ リ.即 チ毛細管ハ擴大シ,又 ハ擴大セ

ザルモ,中 ニ多量ノ血液ヲ充満ス.中 心靜脉モ
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亦 充 盈 ス.肝 細 胞 索 ハ或 ハ溷 濁腫 脹 ヲナ シ,其

ノ細胞 ノ境 界 甚 ダ シ ク 不明 瞭 トナ リ,又 ハ 染 色

不 均 等 トナ リ,原 形 質 ハ顆 粒 状 トナ リ,核 ハ多

ク 「カ リオ レキ シス 」 又 ハ 「ピ ク ノ ー ゼ 」ニ 陷

ル.或 ハ 又肝 細 胞 索 ハ甚 ダ シ ク粗 ニ排 列 シ,其

ノ原 形 質 ハ 甚 ダ シ ク 破壊 シ,其 ノ原 型認 メ難 キ

モ ノ ア リ(TDL. 2).一 般 ニ 酵 素 量 大 量 ナ ル

TDL. 1, TDL. 2ニ 於 ラ ハ 上 記 ノ 所 見 ハ 殆

ド總 テ 強 度 ニ認 メ ラ レ,酵 素 量 中 等 量 タル

TDL. 3, TDL. 4等 ニ 於 テ ハ 尚 ホ相 當 ノ程

度 ノ變 化 ア レ ドモ,酵 素 量 ノ少 量 ナ ルTDL. 5,

 TDL. 6等 ニ 於 テ ハ 變 化 極 メテ 輕 度 ナ ル ガ,

 TDL. 6ニ 於 テ ハ充 血 以 外 肝 細 胞 索 自體 ノ變

化 ハ全 ク認 メラ レ ズ.

脾　 一 般 ニ中 等 度 乃 至 高 度 ノ出 血 及 ビ充 血 ヲ

認 ム.酵 素 量大 量 ナ ルTDL. 1, TDL. 2ノ

外 酵 素 量 中等 量 ナ ルTDL. 3, TDL. 4ニ 於 テ

モ 中 等 乃 至 高 度 ノ 充 血 竝 ニ出 血 ヲ認 ム.酵 素

量 少 量 ナ ルTDL. 5ニ 於 テ ハ 出 血 充 血 ハ 認 メ

ラ レズ.尚 ホ其 ノ他 ノ變 化 モ全 ク ナ シ. TDL. 6

ハ 中 等 度 ノ充 血 ヲ認 ム ル ノ ミ.臚 胞 ハ 一般 ニ變

化 ヲ惹 起 セ ズ.タ ダTDL.1ニ 於 テ臚 胞 ハ狭

少 トナ リ,又 ハ 消失 セ ルモ ノア ル ヲ認 ム.色 素

沈 着 モ 一般 ニ認 メ ラ レズ.充 血 又 ハ 出 血 部 位 ニ

見 ラ ル ル 血球 ハ 一般 ニ變 化 セ ザ レ ドモ, TDL. 4

ニ於 テ ハ充 血.セル 部 位 ノ血 球 ハ 溶 血 作 用 ヲ認 メ

ズ.

腎　 注 入 酵 素 ノ多寡 ニ ヨ リテ 變 化 ノ輕 重 ハ定

マ ラ ズ.然 レ ドモ 一般 ニ酵 素 量 多 キ モ ノハ 充 血

又 ハ 出 血 ノ程 度 稍 々 強 シ, TDL. 3, TDL. 4等

ニ於 テ ハ高 度 ノ充 血 又 ハ 出 血 ヲ認 ム. TDL. 1,

 TDL. 2モ 亦 充 血 出 血 ノ現象 ア レ ド モ,前 者 ヨ

リ稍 々弱 シ.酵 素 量 多 キ モ ノ ニ於 テ ハ 總 テ絲 毬

體 ノ破 壊 ヲ認 ム,酵 素 量 中 等 量 ナ ル モ ノ ニ於 テ

ハ(TPL. 3, TPL. 4)絲 毬 體 ハ 稍 々 腫 脹 充

血 ヲ認 ム ル モ 破 壊 セ ザ ル モ ノ ト(TDL. 4)又

ハ 全 ク變 化 ヲ 認 メザ ル モ ノ(TDL. 3)ト ア リ

TDL. 5, TDL. 6ノ 如 ク酵 素 量少 肚 ノモ ノハ

絲 毬 體 ル 變 化 ハ 認 メ ラ レ ズ.尿 細 管 ノ變 化 ハ

一 般 ニ認 メ ラル ル 現 象 ナ リ.其 ノ程 度 ト酵索 量

トノ關 係 ハ 認 メ難 シ. TDL. 1, TDL. 3, TDL. 5

ニ 於 テ 強 度 ニ シ テ, TDL. 2ニ 於 テ中 等 度,

 TDL. 4ハ 輕度 ニ認 メ ラ レ, TDL. 6ニ 於 テ ハ全

ク變 化 認 メ ラ レズ.

膵　 酵素 注 入 量 大 ナ ルTDL. 1, TDL. 2ニ

於 テ ハ 高 度 ノ出 血及 ビ充 血 ヲ認 メ,各 血管 ハ

甚 ダ シ ク擴 大 シ,中 ニ血液 充 満 ス.又 間 質 ニ多

量 ノ出 血 ヲ認 ム.酵 素 量 中 等 墨 ナ ルTDL. 3

 TDL. 1ニ 於 テ ハ 一般 ニ 出 血 及 ピ 充 血 ハ 實質

ニ

内 ニハ 認 メラ レ ズ.タ ダTDL. 3ニ 於 テ被膜

下 ニ 於 テ 高度 ノ出 血 ヲ認 メ,而 シテ ソ レ等 ニ近

接 セ ル 腺 細胞 ハ變 化 ヲ蒙 ム ル.酵 素 量 少 量 ナル

TDL. 5ニ 於 テ ハ充 血及 ビ 出 血 ハ認 メ ラ レズ.

 TDL. 6ニ 於 テ ハ極 メテ輕 度 ニ充 血 ヲ認 ム.腺

細 胞 ハ 酵 素 ノ注 入 量 ノ多寡 ニ關 セ ズ總 テ變 化 ヲ

惹 起 ス.即 チ原 形 質 ハ萎 縮 シ,數 箇 ノ腺 細胞 ハ

群 居 スル モ ノア リ(TDL. 1).又 ハ 溷 濁腫 脹 ヲ

ナ シ.其 ノ核 ハ膨 脹.セ ル モ ノア リ(TDL. 5)

又 ハ染 色 不 良 トナ リ處 々空 胞 變 性 ニ陷 リ,核 ハ,

多 ク 「ピ ク ノ ーゼ 」ニ 陷 ル(TDL. 1, TDL. 3,

 TDL. 4, TDL. 6).

「ラ ンゲ ル ハ ンス」氏 島 ハ變 化 ヲ認 メズ.

第9項　 Trypsin, Diastase, Lipase

及 ビ犬膵臟Emulsion混 合

液注 入時 ニ於 ケル病理組織

學的所 見

肺　充血及ビ出血ハ一般ニ高度ニ認 メラルル

現象 ナ リ. TDLE. 2(酵 素量少量)ニ 於 テハ

出血部ニ色素沈着ヲ認 ム ル モ, TDLE. 3(酵
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素 量 大量)ニ 於 テ ハ之 ヲ認 メズ.然 レ ドモ 白 血

球 ノ浸潤 到 ル處 ニ認 ム.

肝　 TDLE. 3ニ 於 テ ハ 中 等 ノ充 血 ヲ認 ム

ル以 外 ニ著 變 ヲ認 メ ザ ル モ, TDLE. 2ニ 於

テ ハ種 々 ノ變 化 ヲ惹 起 ス.即 チ輕 度 ノ充 血 ヲ認

メ,肝 細 胞 索 ハ染 色 一般 ニ不 良 トナ リ,核 ノ周

圍 ハ「エ オ ジ ン」ニ良 好 ニ染 色 サ ル.周 邊 部 ハ 不

良 ナ リ.一 ツ ノ小 葉 ヨ リ云 ヘ パ,中 心 靜脉 ニ近

キ部 分 ハ染 色 不 良 ニ シテ,周 邊 部 ハ良 好 ナ リ.

肝 細 胞 索 ハ中 心 靜 脉 ニ近 キ程 其 ノ形 小 サ ク,周

邊 部 ニ至 ル ニ從 ヒ其 ノ大 サ ヲ増 ス.核 ハ一 般 ニ

「ヘ マ トキ シ リ ン」ニ對 シ染 色 不良 ニ シテ,「エ オ

ジ ン」 ノ色 澤 ヲ呈 ス.核 ノ形 ニハ變 化 ナ ン.肝

細胞 索 ノ破 壊 少 シ.肝 靜 脉 ニ ハ血 栓 ヲ形成 シ,

血 管 中 ニ ハ色 素 沈着 強 シ.

脾　 何 レモ高 度 ノ充 血及 ビ 出血 「ヲ認 ム.又 色

素 ノ沈 着 強 シ. TDLE 2ニ 於 テハ 臚 胞 ノ變

化 ハ認 メ ラ レ ザ レ ド モ, TDLE. 3ニ 於 テ ハ

臚 胞 ハ 其 ノ數 ヲ減 ジ,且 萎 縮 ス(壓 迫 萎 縮 ノ タ

メナ ラ ン).臚 胞 ハx其 ノ周 圍 ニ於 テ破 壊 サ レタ

ル核 ト同 様 ニ染 色 セ ル 顆粒 ノ多 數 ヲ認 ム.

腎　 何 レ モ輕 度 又 ハ 中等 度 ノ充 血 ヲ認 ム.絲

毬體 ニ ハ異 常 ヲ認 メ ズ.尿 細 管 ハ總 テ高 度 ノ變

化 ハ招 來 ス.其 ノ 程 度 ハTDLE. 2ニ 於 テ

強 シ.即 チ 尿 細 管 主 部 ハ殊 ニ變 化 甚 ダ シ ク,

中 ニ ハ全 ク上 皮 細胞 ヲ消失 スル モ ノス ラ ア リ.

又 迂 曲 尿 細 管腔 内 ニハ均 一 ノ種 々 ノ形 態 ヲ呈 セ

ル分 泌 物 ア リ(硝 子様 圓 〓)(TDLE. 2)又

TDLE. 2ニ 於 テ ハ 毛 細 管 内 及 ピ實 質 内 ニ 白

血 球 ノ浸潤 ヲ認 ム.

膵　 充 血 出 血 等 何 レモ認 メ ラ レズ.腺 細胞 モ

亦變 化 ナ シ.タ ダTDLE. 2ニ 於 テ 「ラ ンゲ

ル ハ ン ス」氏 島 ノ細 胞 ノ弛 緩 セル ヲ認 ム(Fig. 9

參照).

本 研 究 ニ 際 シ テ ハ,余 ハ 主 ト シ テ家 兎 ヲ 用

ヒ,上 記 ノ如 キ成績 ヲ得 タ レドモ,家 兎 ハ主

トニテ草食 ヲ以 テ生 存 スル動 物 ナ リ.此 處 ニ

於 テ余 ハ對照 トシテ肉食動物 タル犬 ヲ用 ヒ,

家 兎ニ於 ケル ト全 ク同 一ノ結 果 ヲ得 タ リ.此

處 ニ其 ノ成績 ヲ簡單 ニ記載 シ參考 ニ供 セン ト

ス.

第3節　 犬 ニ於 ケル肉眼 的病理學 的竝 ニ

病理組織學的所 見

1) Trypsin溶 液注入時ニ於 ケル成績

5% Trypsin溶 液 ヲ犬腹腔内ニPro kg

 25cc注 入

犬體重　 5kg

生存時間　 18時 間

腹腔内所見

開腹 スルニ.漿 液性稍々出血性浸出液多量ニ

潴溜ス.腹 膜及ピ腸管漿膜ハ帶状ニ輕度 ノ出血

ヲ認ム.腸 間膜モ亦然 リ.膵 臟ハ點状 ノ多數 ノ

小出血ヲ認ム.肝 臟其ノ他 ノ内臟諸器官ニ異常

ヲ認メズ.脂 肪組織壊死ハ認 メズ.

胸腔内所見

肺臟 ノ出血ハ腹腔内 ノ出血 ノ程度弱 キニ比

シ,左 側肺臟ハ高度ノ出血ヲ見ル.他 ニハ異常

ナシ.

組織學的所見

肺　一般ニ高度ノ出血ヲ認ム.肺 胞ノ變化ハ

僅少ナリ.炎 症性細胞 ノ浸潤ハ認メズ.

肝　 汎發的充血ヲ認ム.肝 細胞自身ノ變化ハ

極 メテ輕度ナ リ.

脾　 殆 ド正常ナ リ.

腎　皮質部ニ於テ血管ハ擴大シ,充 血シ,尿

細管ノ上皮細胞ハ脱落シ,又 核 ヲ消失 スルモノ

ア リ.

膵　充血出血ハ認 メズ.腺 細胞ニハ變化ナシ.

「ランゲルハンス」氏島ハ粗 トナル.

127



304 橋 本 健

2) Diastase溶 液 注 入 時 ニ於 ケル成 績

5% Diastase溶 液 ヲ犬 腹 控 内 ニPro kg

 25cc注 入

犬 體 重　 3kg

生 存 時 間　 48時 間

腹腔内所見

開腹スルニ極 メテ少量ノ漿液性浸出液 ノ瀦溜

ヲ認ム.胃 腸漿膜ニハ出血極 メテ輕度ナ リ.膵

臟ハ萎縮 シ,黄 色ヲ帶ブ,處 々中等度 ノ出血ヲ

認ム.其 ノ他内臟諸器官ニハ異常 ヲ認 メズ.

胸腔内所見

肺臟ハ邊縁ニ輕度 ノ出血 ヲ認ムル以外著變 ヲ

認 メズ.

組織學的所見

肺　輕度ノ充血ヲ認ムル以外著變 ヲ認 メズ.

肝　 一般ニ輕度 ノ充血ヲ認ム.肝 細胞索ハ變

化ヲ認 メズ.

脾　 中等度 ノ充血ヲ認ムルモ,炎 症性細胞 ノ

浸潤.臚 胞ノ變化等ヲ認 メズ.

腎　髓質部ニハ充血中等度ニシテ,血 管ハ充

盈擴張 シ,處 々尿細管迂曲部 ノ上皮細胞ハ全 ク

脱落サレ,基 底部 ノミ殘ル.又 處々細胞 ノ破壊

ヲ認ム.

膵　出血ハ高度ナリ.即 チ被膜下 ノ出血ア リ.

其 ノ出血ハ一部分實質内ニ侵入ス.實 質内ノ血

管ハ擴大シ,中 ニハ血液充満 ス.膵 臟ノ各葉 ノ

間隔ハ甚ダシク増加 シ,各 腺細胞 ノ 「チモーヂ

ン」顆粒ハ薔薇色ニ染色サ レ,周 邊ニ位スル腺

細胞ハ縮小シ.染 色不良ニシテ,原 形質内ニ空

胞 ヲ形成ス.

3) Lipase溶 液注入時 ニ於 ケル成績

5% Lipase溶 液 ヲ犬腹腔内ニPro kg

 22cc注 入

犬體重　 4.7kg

生存 時間　9時 間

腹腔内所見

開腹 スルニ多量 ノ出血性浸出液潴溜 ス.其 ノ

浸出液 ハ臭氣強 シ.大 網ハ浮腫状ニ腫脹シ,出

血 ノ程度甚ダ強 ク,粟 粒状ノ脂肪組織壊死ヲ認

ム.腹 膜及ピ腸管 ノ漿膜ハ高度ニ點状出血ヲ認

ム.腸 間膜ハ全體 トシテ高度ノ出血及ピ脂肪組

織壊死ヲ認ム.膵 臟ハ處々米粒大ノ出血ヲ多數

ニ認ム.又 一般 ニ浮腫ヲ認ム.腎 臟ノ被膜ハ脂

肪組織壊死及ピ出血高度ナリ.

胸腔内所見

肺臟ハ一般 ニ輕度 ノ出血アリ.心 臟周圍組織

ニハ強度ノ脂肪組織壊死ヲ認ム.

組織學的所見

肺　出血及ピ充血ハ汎發的ナ ズシテ一部分

ニ現出ス.肺 胞ハ或ハ萎縮 シ,或 ハ擴張ス.肺

胞壁 ノ細胞ハ増殖 シ,壁 ノ肥厚高度ナ リ.

肝　處々充血及ビ出血ス.血 管ハ充盈擴張ス.

肝細胞ハ變化 ヲ メズ.

脾　高度 ノ出血ア リ.又 色素 ノ沈着強シ.臚

胞ハ境界不明瞭 トナル.炎 症性細胞ハ之ヲ認 メ

ズ.

腎　充血ハ汎發的ナルモ,特 ニ皮質部ニ於テ

強キガ如シ.絲 毬體 ノ毛細管ハ強ク充盈擴張ス.

又皮質部ニ於ケル總テノ尿細管ハ其ノ上皮細胞

ハ脱落シ,破 壊サル.髓 質部ハ充血中等度,他

ニ變化ヲ認メズ.

膵　組織ノ或ル部分ニテハ染色甚ダシク變色

シ,黄 褐色ニ染色サ レ,細 胞ハ甚ダシク狭少 ト

ナル.核 モ亦縮小ス.各 細胞ハ其ノ境界全ク不

明瞭 トナリ,各 細胞 ノ間隙ハ甚グ擴張ス.又 間

質ハ強度 ニ擴張サ レ,汎 發的ニ汚穢暗赤色ニ染

色サレ,黄 褐色 ノ粉状物質多量ニ分布セリ.カ

カル部位ニ存在スル血管ハ甚ダシク浸蝕サレ,

其 ノ形不明瞭 トナル(Fig. 10, 11參 照).
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4) Protamylase溶 液 注 入 時 ニ於 ケ ル成 績

5% Protamslase溶 液 ヲ犬腹 腔 内 ニPro

 kg 10㏄ 注 入

犬 體 重　 4.7kg

生 存 時 間　 4時 間

腹 腔 内 所 見

開 腹 ス ル ニ,腹 腔 内 ニハ 殆 ド純 血 性 卜思 ハ ル

ル暗 赤 色 ノ浸 出 液 極 メテ 多 量 ニ潴 溜 ス.内 臟 諸

器 官 ハ一 般 ニ極 メテ高 度 ノ出 血 ヲ認 ム.胃,腸,

腸 間膜 等 ハ 出 血 ノ タ メ全 ク暗 赤 色 ヲ呈 ス.大 網

ハ全 ク出 血極 度 ニ達 シ,而 シ テ處 々粟 粒 大 ヨ リ

米 粒 大 ノ脂 肪組 織壊 死 ヲ認 ム.膵 臟 ハ被 膜 ニ於

テ 散 在 性 ニ 出 血 ヲ認 ム ル モ,實 質 内 ニ於 テ ハ肉

眼 的 ニ ハ出 血 ヲ認 メ ズ.腎 臟 ノ被 膜 ハ高 度,出

血 ア リ.

胸 腔 内所 見

肺 臟 ニ ハ輕 度 ノ出 血 ヲ認 ム ル以 外 異 常 ヲ認 メ

ズ.

組 織 學 的 所 見

肺　 輕 度 ノ充 血,出 血 ヲ認 ム ル以 外 著 變 ヲ認

メ ズ.

肝　 汎 發的 ニ中等 度 ノ充 血 ヲ認 ム.毛 細 管 ハ

擴 張 ス.肝 細 胞 索 ハ境 界 不 明 瞭 トナ リ,原 形 質

ハ 空胞 ヲ形 成 シ.核 ハ 丸 ミヲ失 ヒ「ピ ク ノー ゼ」

ニ陷 ル(Fig. 12, 13參 照).

脾　 著 變 ヲ認 メ ズ.

腎　 輕 度 ノ充 血 ヲ認 ム.絲 毬 體 ハ縮 小 ス.尿

細 管 其 ノ他 ニ著變 ヲ認 メズ.

膵　 中 等度 ノ充 血 ヲ認 ム.細 胞 ノ形 態 上 ノ變

化 ハ少 シ.一 般 ニ「ヘ マ トキ シ リ ン」ニ強 ク染 色

サ ル.

5) Trspsin, Diastase, Lipase等 分 混 合液 注

入 時 ニ於 ケル成 績

5% Trypsin, Diastase, Lipase等 分 混 合

液 ヲ犬 腹 腔 内 ニPro kg 10cc注 入

犬體重　 6kg

生存 時間　 20時 間以内

腹腔内所見

開腹スルニ浸出液ナシ.胃 ハ強度ニ擴張ス.

胃,小 腸及ピ結腸漿膜 ニハ點状又ハ帶状 ノ無數

ノ出血ヲ認ム.大 網ハ出血極メテ高度ニシテ,

暗 赤色ヲ呈 シ,無 數 ノ米粒大 ノ脂肪組織壊死ヲ

見 ル.後 腹部脂肪組織モ亦米粒大 ノ無數 ノ脂肪

組織壊死ヲ認ム.腹 膜 ハ一般 ニ出血強シ.膵 臟

ハ極 メテ小サキ點状ノ出血ヲ表在性ニ多數ニ認

ム.

胸腔内所見

肺臟ハ左側ニ極 メテ高度 ノ出血アリ.右 側ハ

概シテ左側ニ比スレパ輕度ナリ.心 臟ハ擴張期

停止 ノ状態ニア リ.

組織學的所見

肺　高度 ノ充血ヲ認ム.肺 胞 ノ變化少ナシ.

肝　輕度 ノ充血ヲ認ム.肝 細胞索其ノ他ニハ

變化ハ認 メズ.

脾　中等度 ノ充血ヲ汎發的ニ認ム.臚 胞内及

ピ梁材ハ良 ク發達ス.炎 症性細胞其 ノ他ノ變化

ハ認 メズ.

腎　一般 ニ變化ハ少 シ.タ ダ皮質部ニ於テ輕

度ノ充血ヲ認ム.

膵　實質内 ノ血管 ノ擴張及ピ血液ノ充満 ヲ認

ム.腺 細胞ニハ著變 ヲ認 メズ.

第4節　 血液學的所見

余ハ先ヅ,健 康正常家兎ニ就テ.白 血球數,白

血球種類(%)ヲ 檢 シ,其 ノ塗抹標本ニテ,血 球崩

壊シ,白 血球種別 ノ全ク認識シ能ハザルモノヲ,

溶血現象(〓)ト シ,辛 ジテ其 ノ種別ヲ認知シ得ル

モ ノヲ(〓)ト シ,崩 壊ナキモノヲ(一)ト ス.

血液凝固時間測定ニハ,佐 藤氏式 ノ血液凝固時

間測定器ヲ使用シ.家 兎 ノ耳靜脉ヲ注射針ニテ穿
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刺 シ.ソ レヨ リ湧 出 ス ル靜脉 血 ヲ以 テ,血 液 凝 固

時 間 ヲ測 定 セ リ.手 術 前 ニ測 定 セ ル 價 卜,手 術 後

ア ル 一定 ノ間隔 ヲオ キ テ,測 定.セル 價 トヲ,記 入

シ,酵 素 中 毒 時 ニ於 ケル,血 液凝 固 時 間 ノ變 動 ヲ

試 驗 セ リ.煩 瑣 ヲ避 クル タ メニ,之 等 ノ成 績 ヲ 一

括 シテ,次 ニ表 示 ス べ シ.

第3表　 血 液 學 的 所 見

第5章　 總 括竝 ニ考 按

余 ハ實驗動物 トシテハ,先 ヅ健康正常 ナル

體 重2000g前 後 ノ家 兎 ヲ選擇 シ用 ヒタ リ.然

レ ドモ,家 兎ハ草食 ヲ主 トスル動 物ナ リ.依

テ對照 トシテ,肉 食動 物 タル犬 ヲモ用 ヒタ リ.

膵 臟 酵素 ハTrypsin (Grubler), Diastase(柏

木), Lipase (Digestive Ferment Co. u. s. a.)

及 ビProtamylase(武 田)ヲ 使 用セ リ.

抑 々急性膵臟 壊死 ハ,ソ レニ ヨリテ惹起 セ

ラルル彼 ノ特有 ナ ル,膵 液性腹膜 炎 ニ コリ生

命 ヲ失 フモノナ リ.余 ハ此處 ニ於 テ,上 記 ノ

實驗動物 ヲ用 ヒ,上 記 ノ膵臟 酵素 ヲ生理 的食

塩 水ニテ, 5%ノ 滅 菌的溶液 ヲ作製 シ,夫 等

ヲ各單獨 ニ,又 ハ2ツ, 3ツ ノ混合 液ハ更 ニ

3酵 素混合液 ニ,犬 ノ膵臟 ノEmulsionヲ 加

ヘタ ルモノヲ,動 物 ノ腹腔内 ニ注 入 シ,(或 ル

少數 ノ例 ニ於 テハ耳靜脉内 ニ),吾 人ガ臨牀 ニ

見 ル急性膵 臟壊死 ト,全 ク同一 ノ腹膜炎 ヲ惹

起 シ得 タ リ.本 症罹患時 ニ於 ケル,生 命上樞

要 ナル臟器(肺,肝,腎,脾,膵)ノ 病理組

織學 的研究竝 ニ血液學的檢索 ヲナ シ,本 題 ノ

解決 ヲ企 テタ リ.
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急 性 膵臟壊死 ノ死因 ニ關 シ,古 來多 ク提唱

サ レツツアル諸説 ノ大要 ハ,已 ニ文獻 ノ項 目

ニ於 テ,コ レヲ略記 セ リ.余 ハ今,自 家實驗

例 ヲ基礎 卜シ,本 問題 ニ對 シテ,考 案 セン ト

ス.

余 ハFriedreich, Bohn一 派 ノ提唱 セル,

神 經説,即 チSchock, Kollaps oder nervose

 reflektorische Storungen (Sympathische

 Gegechte)ハ 首 肯 シ難 シ.即 チ本症 ハ種 々ノ

場合 ニ於 テ,膵 臟 ハ種 々 ノ箇所 ガ壊死 ニ陷 ル.

之 ヲ簡單 ニ,解 剖的關係 ノ ミヨリシテ,膵 臟

腫脹ニ依 ル壓迫 ノ爲 メ トハ云 ヒ難 シ.然 ラバ

斯 クモ急劇 ナル死 ヲ招來 スルニハ,膵 臟 ガ全

壊死 ニ陷 リ,カ ク シテ膵臟 ノ機能停止 ガ,死

因 トナルベ シ ト云 フ説 ニ就 テモ賛成 シ難 ミ.

ソハMehring及 ビMinkowski以 來 行 ハ レツ

ツアル,膵 臟 全摘出 ヲ行 フモ,全 身状 態 ニ急

劇 ニハ,變 化 ヲ發見 シ難 キ點 ヨ リシテ明 カナ

リ.此 處 ニ於 テ余 ハ本症 ノ死因 ハ現代 ニ於 テ,

大 勢 ノ示 ス如 ク,中 毒説,特 ニ酵素 中毒説 ニ

其 ノ原 因 ヲ求 メン ト欲 スルナ リ.若 シ酵素 中

毒 ニ依 リテ,死 ヲ招 來 スル モノナラバ,其 ノ

酵素 ハ何 レナル カガ問題 ナ リ.抑 々膵臟酵素

ハTrypsin, Diastase, Lipaseノ3種 類存在

シ,本 症 ノ死 ヲ招來 スベ キ原因 ハ,其 ノ3種

類 ノ何 レニ存 スルカ,又 ハ其 ノ3酵 素 ノ生體

ニ及 ボ ス影響 ノ差違 ハ如何等 ノ問題 ノ解決 ガ

必要 ナ リ.

今 自家實驗例 ノ成績 ヲ一覽 シ,之 ヲ表 ニ示

セバ,次 ノ第4表 ノ如 シ.

第4表　 動物歸轉竝ニ肉眼的病理學的所見
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即チ,最 モ吾 人 ノ注 目ヲ惹 クハ,各 酵素 ニ

ヨリ強弱 ノ差 コソア レ,共 通 ノ變 化 ヲアラハ

スコ トニ シテ,腹 腔 内ニハ多數 ノ例 ニ於 テ,

血 性浸 出液 ノ多量 ニ潴溜 セル ヲ見 ル.其 ノ性

状 ハ漿液性,漿 液性 出血性,血 性 ト種 々ノ程

度有 リ. Protamylase注 入 時 ニ於 テハ,最 モ

強度 ニ シテ,其 ノ浸 出液 ハ純 血性ナ リ. 3酵

素 混液注 入時 ハ之 ニ次 ギ, Diastase注 入時

ハ,漿 液性 又 ハ稍 々出血性 ノ漿液 ナ リ.腹 膜,

大 網,胃 及 ビ腸 竝 ニ腸間膜 ハ殆 ド共通 ニ充血

シ,毛 細管 ハ極度 ニ怒張 シ,處 々ニ,點 状,

線 状又 ハ帶状 ノ出血 ヲ認 ム.後 腹部腹膜 モ亦

同様 ノ出 血 ヲ認 ム.脂 肪組織 壊死ハ,腹 膜,

腸 壁 又ハ腸 間膜 竝 ニ大網 ニ多數 ニ認 メ ラレ,

又 腎 臟周圍脂肪組織 ニ於 テモ 發 見 サ ル(P.,

 L, TDL. etc.).更 ニ進 ミテ心嚢 ニ及 ブ モ

ノ有 リ(L., LD.).其 ノ大 サ ハ粟粒 大 ヨリ

帽 針頭 大ニ及 ビ,白 黄色ニ シテ,硬 度稍 々硬

ク シテ,周 圍組織 ト明瞭 ニ區別 サル.又 ハ數

箇融合 シテ,不 正形 ヲナスモ ノア リ.

而 シテ,表 ニ於テ明 カナル如 ク,酵 素ガ單

獨 ニ作 用 スル場合 ハ, Lipaseハ 最 モ少量 ノ溶

液 ニテ,最 モ短時間 ニ於テ,而 モ高度 ノ内臟

諸器官 ノ變化 ヲ惹起 セシメ,個 體 ヲ死 ニ至 ラ

シム.故 ニLipase最 モ 有毒性ナ リ. Trypsin

之 ニ次 ギ, Diastase最 モ弱 シ.ソ レヨリモ種

種 ノ組合 セヲ行 ヒ,之 ヲ動 物ニ注入 スル時 ハ,

其 ノ毒 性ハ各單獨 ニ作 用 スル場合 ヨリモ,強

烈 ニシテ,殊 ニ3酵 素同時 ニ作 用 スル時 ハ,

尚 ホ又3酵 素 ニ犬膵 臟 ノEmulsionヲ 加 へ,

注 入 スル時 ハ,最 モ有毒性 ヲ發揮 シ,動 物 ハ

少量 ノ溶 液 ヲ以 テ,而 シテ短 キ時間 ニ於 テ生

命 ヲ失 フモノナ リ.更 ニProtamy1ase(豚 ノ

膵臟 製劑 ニシテ, Trypsin, Lipase, Diastase

ヲ 自然 ノ状態 ニ於 テ含有 シ,尚 ホ他 ニHor

mon等 ヲモ含 有 ス,一 言 ニ シテ云 ヘバ,膵 臟

中ノ一切 ノ要素 ヲ含有 セルモ ノナ リ.)之 ヲ以

上 ノ如 ク,腹 腔内 ニ注 入 スル時 ハ,第4表 ノ

如 ク,最 モ少量 ノ溶液 ニテ, 1時 間 ト云 フ如

キ,他 ノ例 ニ比 シ,最 モ短時 間 ニ於 テ,動 物

ヲ死 ニ至 ラシム.

次 ニ,胸 腔,腹 腔内 ノ生命上 重要 ナル臟器

例 ヘバ,肺,肝,脾,腎,膵 ノ組織 學的所見

ニ於 テハ次 ノ第5表 ニ之 ヲ總括 シアラハ セル

ガ如 シ.

即 チ,肺 臟 ハ一般 ニ充血 ヲ示 シ,處 々大小

種 々ノ出血 ヲ認 ム.肺 胞 ハ擴 大 シ,種 々ノ程

度 ノ肺氣腫 ヲ認 ムルモ ノ有 リ.又 肺 胞ハ萎縮

スルモノ アリ.後 者 ニ於 テハ,肺 胞壁 ハ著 シ

ク肥厚 シ,肺 胞壁 細胞 ノ増殖 顯 著 ナ リ,中

ニハ炎症性細胞 ノ浸潤 ヲ認 ムル モノ有 リ(P.,

 TDL., TDLE.).

肝 臟 ハ一般 ニ充 血著 明ニ シテ,肝 細胞ハ萎

縮 セルモノア リ,又 染色甚 ダ不良 トナル モノ

ア リ,又 其 ノ構造及 ビ境 界甚 ダ不明瞭 トナ リ,

不 規則 ニ排列 サ レ,原 形質 ハ顆粒状 トナ リ,

核 ハ「ピクノー ぜ」ニ陷 ル.即 チカ カル退行性

變性,壊 死等 ノ變化 ハ,一 般 的 ニ著 明ナ ル現

象ナルモ,特 ニProtamylase, Lipase中 毒

ニ於 テ甚 シ.

脾 臟 ハ一般 ニ高度 ノ充血 ヲ認 ム.特 ニP.,

 D., TDL., TDLE., TL.ニ 甚 シ.臚 胞ハ境

界 不明瞭 トナル モ ノ有 リ.又 其 ノ大サ ヲ増

大 スル モ ノ有 リ.或 ハ 淋 巴球 ノ密度粗 トナ

ル モ ノ ア リ.炎 症性細胞 ノ浸潤 ハ一般 ニ見

ザル モ, Trypsin及 ビProtamylase中 毒 ニ
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第5表　 病 理 組 織 的 所 見
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於 テ,輕 度 ニ認 メ, Lipase中 毒 ニ於 テハ,強

度 ニ シテ,膿 瘍 ヲ形成 スルモ ノスラ有 リ.其

ノ他色素沈着甚 シキモ ノア リ.

腎 臟 ハ,皮,髓 兩質部共 ニ一般 ニ充血 スル

コ ト多 ク,尿 細管 ノ上皮細 胞 ハ,固 有膜 ヨリ

管腔 ニ向 ツテ脱落 シ,核 ハ「ピクノーゼ」ニ陷

ル モ ノ多 シ. P., TDLE.ニ 於 テ,特 ニ甚 グ

シ ク, D.ノ 時 ニ ハ 變化 ヲ認 メズ.又 尿細 管

主部 モ同様 ノ變化 ヲ蒙 ムルモノ有 リ.又 管腔

ノ擴 大 セル モノ,又 ハ管壁 腫脹 ハタ メニ,管

腔 ノ狭窄 ヲ來 セル モノ有 リ.絲 毬體 ハ一般 ニ

充 血腫脹 シ,又 ハ縮 小 スル モノ有 リ.皮,髓

兩質部何 レノ部 ニ於テ,變 化強 キニ就 テハ一

定 セズ.

膵 臟 ハP., LDL.ニ 於 テ,出 血殊 ニ甚 ダ シ

ク, Lipase之 ニ次 グ.上 皮細胞 ハ,其 ノ染

色 不良 トナル モ ノ有 リ.又 其 ノ排列甚 ダ シク

粗 トナル モノ有 リ(P.),之 ハ浮腫 ノタメナ リ

ト考 フ.又 ハ破壊 サ レ,又 ハ單 ニ形骸 ヲ止 ム

ルモ ノ有 リ.又 原形質 ニハ空洞變性 ニ陷 ル ト

コロ多 ク,核 ハ「ビクノー ゼ」ニ陷 ル.コ レ壓

迫 ニ ヨル萎縮 ノタ メナ ラン.「 ラングルハ ン

ス」氏 島 ハ一般 ニ正常 ナルモ,又 甚 グシク粗

トナル モノモ有 リ(TDLE.).次 ニ必要 ニ シ

テ,興 味 アル變 化 ハ膵臟 ノ血管 ノ状態 ナ リ.

犬Lipase中 毒 ノ例 ニ於 テ見 ル如 ク,又 家兎

ニテハ, Protamylase中 毒 ニ於 テ見 ル如 ク,

血 管壁 ノ侵蝕 ナ リ.之 ハ腹腔内 ニ注 入サ レタ

ル酵素液 ニ依 リテ,血 管壁 ガ消化 サル ルニ依

ル モノナ リ ト考 フ.

次 ニSudun III染 色 ニ於 テハ何 レモ變化

ナ シ.

以上 ノ如 ク,組 織學的 ニ共通ナル所見ハ充

血,出 血,退 行性變性,炎 症性細胞 ノ浸 潤等

ニシテ,殊 ニ肝臟,腎 臟 等 ニ於 テ,相 當高度

ナル變化 ヲ認 ムル ハ,ヨ ク臨牀上 ノ所 見 ニ相

一致 スル トコロナ リ.而 シテTrypsinハ 出血

性變 化 ヲ張 ク招來 シ, Lipaseハ 夫 レ以外ニ

強度 ノ脂肪組織 壊死 ヲ招來 ス. Diastaseハ 其

ノ惹起 サルル程度 最 モ弱 シ. Protamylaseハ

最 モ高度 ナ リ.出 血ハ既述 ノ如 ク,各 酵素 中

毒 ニ於テ共通 ノ現 象ナ リ.古 來急性膵臟壊死

ノ中 ニハ,膵 卒 中 ト稱 セ ラルルモ ノア リテ出

血 ヲ特長 トス.自 家實驗例 ニ於 テモ,出 血ハ

單 ニ腹腔内 ニ止 マ ラズ,胸 腔 内ニモ波及 シ,

苟 モ余 ノ調査 セ シ,生 命上樞要 ナル臟器 ニ於

テハ,廣 汎 ナル出血 ヲ證明 スルモノナ レバ,

本 症 ノ死因 ニ關 シ,出 血ハ其 ノ主役 ヲ演 ズル

迄 ニハ達 セズ トモ,其 ノ一因 ヲナスベ シ トハ

肯定 シ得 ルノ現象 ナ リ.

然 ルニ出血 ニ關 シテハ,古 來種 々論議 サル

レ ドモ,未 ダ完全 ナル解決 ヲ與 ヘ ラ レザ ルモ

ノノ如 シ. Klebsハ 出 血 ハ炎症 ノタ メノ,第

二次 的變 化ナ リ ト稱 シ,又Seitz (1892)ハ 炎

症 トハ全 ク無關係 ノモノナ リ ト唱 フ.

Truhart (1898)ハ 脂 肪 壊死 ハSteapsinノ

作 用 ニ ヨル ト稱 ス. OppenheimerハTrypsin

ハ血 管毒 トシテ働 ク ト云 フ. Bambergハ 膵

液 ニハ,蛋 白消 化力 ノ外,出 血性毒素hamor

rhagisches Gift有 リテ,膵 液 ヲ以 テ,免 疫

スル時 ハ,此 出血 性毒素 ニ ヨリテ,眞 ノ抗體

ヲ生 ズル モノナ リ ト説明 セ リ.余 ハ出血 ノ本

態 ヲ究 ムル モ ノニ非 ズ.從 ツテ之 ニ關 スル系

統 的ナル,精 密ナ ル實驗 ヲ缺 クモ,自 家實驗

例(犬Lipase注 入時 ノ膵,家 兎, Protamylase

注 入 時 ノ膵)ニ 於 テ示 ス如 ク,膵 臟 ノ血 管ハ
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Lipase, Protamylaseニ 依 リテ,甚 ダ シク侵

蝕サ レタル ヲ見ル.而 シテ其 ノ附近 ハ高度 ノ

出血 ヲ伴 フ.依 之觀是 出血 ノ原 因 ト シ テ,

 Lipase, Protamylase即 チ,膵 液酵素 ガ,血

管 ヲ侵蝕 シ,出 血 ノ一因 ヲナ スモノナルベ キ

ハ明 カナ リ.

次 ニ血液學的檢索 ノ成績 ハ,第3表 ニ於 テ

見 ル如 ク,主 ナル變 化 ハ,白 血球 増多症,溶

血現象竝 ニ血液凝固時間 ノ延長 ナ リ.

Protamylase中 毒 其 ノ他 ノ際 ノ,白 血球減

少ヲ示 セル モノアルハ,其 ノ毒素 量過多 ニシ

テ,造 血臟器 ハ負擔 過重 ノタ メ,却 ツテ疲弊

シ,機 能不全 ヲ惹起 シ,刺 戟 ニ反應 セズ シテ

麻痺 ヲオ コセル モノナ リ ト思惟 ス.白 血球像

ニテ,顯 著 ナル現象 ハ,中 性 色素嗜好 性細胞

(家 兎ニテハ偽 似「エオ ジン」嗜 好性細 胞)ノ 甚

ダ シキ増 加及 ビ之 ニ伴 フ淋 巴球 ノ減 少ナ リ.

即 チ,造 血臟器 ニ何 カノ刺戟 テ及 ボスモノナ

リ.自 家實驗例 ニ於 テ,脾 臟 ハ多 クノ場合,

常 ニ高度 ノ充血,臚 胞 ノ破壊等 ヲ認 ムルモノ

ニシテ,之 等 ノ事實 ハ,良 ク組織學的所 見 ト

血 液學的所 見 ト,相 一致 セル成績 ヲ示 スモ ノ

ナ リ.

第6章　 結 論

急性膵臟 壊死 ハ局所的疾 患 ニ非 ズ シテ,全

身的疾患 ナ リ.而 シテ本症 ノ死因 ヲナ スモノ

ハ膵臟酵素 ニシテ,各 酵 素 ハ強弱 ノ差 コ ソア

レ,各 々殆 ド共 通 ノ有毒 作用 ヲ發揮 ス.單 獨

ニ作用 スル場合 ニ於 テハ, Lipase最 モ強烈 ニ

シテ, Trypsin之 ニ次 ギ, Diastase最 モ微弱

ナ リ.然 レドモ, 2ツ 又 ハ3ツ 酵素同時 ニ作

用 スル場合 ハ,其 ノ毒性 ハ各單獨 ニ作用 スル

場合 ヨリモ強 シ.殊 ニ膵 臟 中ノ全要素 ヲ含有

スル ト稱 スルProtamylaseニ 於 テ,其 ノ中

毒作 用最 モ強度 ニ シテ,酵 素液 ノ毒性 ハ次 ノ

如 シ.

P. TDLE. TDL. TL. LD. L. TD. T. D.

強 ←-→ 弱

斯 ノ如 ク,斯 クモ急劇 ナル死 ヲ招來 スルレニ

ハ,之 等 ノ有毒作用 ヲ度外視得 ズ.各 酵素 ハ

共同 シテ,中 毒作用 ヲ發揮 スルモノニ シテ,

樞 要 ナル臟 器 ヲ消化 シ,壊 死 ヲ來 シ,出 血 ヲ

招 來 シテ,生 命 ニ致 命的打撃 ヲ與 フノレモノナ

リ.
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附 圖説 明

Fig. 1. Trypsin腹 膜炎

動物:家 兎Nr. T. 5.

酵素: 5% Trypsin (Grubler) 50cc

腹腔 内注入

生存時間: 20時 間

腹腔内所見:

漿液性血液性浸出液多量

小腸ハ強度 ノ充血及ビ出血,脂 肪組

織壊死(白 斑)

腸間膜血管ハ怒張 シ,大 網強度 ノ充

血,結 腸ハ暗紫色 ノ充血及ピ皷腸

Fig. 2.家 兎Nr. L. 3.肺. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物40, K. L. 33cm)

高 度 ノ 充 血 出 血

Fig. 3.家 兎Nr. L. 1.肝. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物40, K L. 33cm)

肝 細 胞 原 形 質 處 々透 明 トナ リ.核 ノ

「ピ ク ノー ゼ」

Fig. 4.家 兎Nr. L. 3.脾. H. E染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物10, K. L. 33cm)

臚 胞 ハ粗 トナ ル

Fig. 5.家 兎Nr. L. 1.腎. H. E.染 色

(Zeiss眼7× 接 物40. K. L. 33cm)

絲 毬 體 ノ萎 縮,破 壊,絲 毬體 附 近尿

細 管 ノ壊 死

Fig. 6.家 兎Nr. L. 3.腎. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物40. K, L. 33cm)

尿 細 管 ノ破 壌

Fig. 7.家 兎Nr. P. 4.肺. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物10, K. L. 33cm)

高 度 ノ出 血,肺 胞 内 ニ 浸 潤 性 細 胞 ノ

浸 出,又 偽 性「エ ナ ジ ン」嗜 好 性 白 血

球 ノ浸 潤 ヲ見 ル

Fig. 8.家 兎Nr. P. 4.膵. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物10, K. L. 48cm)

腺 小葉 間 隙 ノ弛 緩,血 管 壁 ノ浸 蝕

Fig. 9.家 兎Nr. TDLE. 2膵. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物10. K. L. 33cm)

「ラ ン ゲ ル ハ ン ス 」氏 島 ニ 於 ケ ル 細 胞

ノ弛 緩

Fig. 10.犬L.膵. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 吻10, K. L. 33cm)

血 管 高 度 ノ浸蝕,充 血 及 ピ出 血,腺

細 胞 ノ萎 縮

Fig. 11.犬L.膵. H. E.染 色

(Zeies接 眼7× 接 物40, K. L. 33cm)

 Fig. 10ノ 擴 大

特 ニ血 管 ノ浸 蝕 ヲ示 ス

Fig. 12.犬P.肝. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物10, K. L. 33cm)

毛 細 管 ノ充 血,肝 細 胞 ノ萎 縮.變 性

Fig. 13.犬P.肝. H. E.染 色

(Zeiss接 眼7× 接 物40, K. L. 33cm)

 Fig. 12ノ 擴 大
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